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有限会社 紫波印刷
熊谷 賢

さとし

さん（星山地区在住）
「町の魅力は人の温かさ」と話す熊谷さんは、(有)紫波印
刷で一般印刷物以外にもガチャポンや新商品開発など多
彩な企画を手掛けるアイデアマン。「地域の中には『みん
なで一緒にやろう』という気概があり、地域のため、子ども
たちのために何かをやろうという経営者たちがいます。個
人的にはいずれ体験型工作ラボの実現と、ワクワクする
商品作りをしていきたいです」と夢を語ってくれました。

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

い
つ
も
笑
顔
で
い
た
い
で
す

今月の表紙



　

町
の
成
人
式
は
１
月
12
日
、

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
紫
波
で
行

わ
れ
、今
年
成
人
を
迎
え
た

３
４
８
人（
男
性
１
７
２
人
、女

性
１
７
６
人
）の
う
ち
２
８
１

人
が
参
加
し
ま
し
た
。会
場
に

は
、背
筋
の
伸
び
た
り
り
し
い

ス
ー
ツ
姿
の
男
性
た
ち
、き
ら

び
や
か
な
振
袖
な
ど
に
身
を
包

ん
だ
女
性
た
ち
が
続
々
と
到

着
し
、会
場
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
、友
人
た
ち
と
の
再
会
に
喜

ぶ
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
の
中
で
熊
谷
泉
町
長
は

「
人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ

れ
ま
す
が
、皆
さ
ん
は
そ
の
入

口
に
立
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。無

限
の
可
能
性
に
挑
戦
し
て
く
だ

さ
い
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、新
成
人
代
表
の
鎌
田

暁と

し

き樹
さ
ん（
赤
沢
）は「
多
く
の

人
が
協
力
し
合
え
ば
そ
の
力
は

何
倍
に
も
な
り
、目
の
前
の
壁

を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
意
識
し
、友
人
と
の

時
間
を
大
切
に
、支
え
合
い
な

が
ら
日
々
を
過
ご
し
て
い
き
ま

す
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

感謝と希望を胸に 二十歳の門出
～３４８人が成人～
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新成人が抱く夢
どんな大人に

なりたいですか？

佐々木 美
み ほ

穂さん（赤石） 北野 志
し ほ

穂さん（古館） 永井 美
み ほ

帆さん（赤石）

新井 皇
こ う き

貴さん（赤石） 熊谷 健
け ん ご

吾さん（日詰） 山上 志
し の

乃さん（片寄）

山岸 悟
さとる

さん（長岡） 阿部 了
りょう

さん（星山） 佐々木 梨
り な

那さん（片寄）

大人への
一歩を踏み
出します

3 　　　　　 2020年 2月号



安全安心なまちづくりへ
決意新たに

　

今
年
一
年
の
地
域
安
全
を
祈
る

町
消
防
関
係
出
初
め
行
事
が
１
月

13
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。参
加
し
た

消
防
団
員
や
婦
人
消
防
協
力
隊
員
、

消
防
署
員
な
ど
約
３
０
０
人
は
、地

域
の
人
た
ち
が
見
守
る
中
、日
詰
商

店
街
で
士
気
旺
盛
な
分
列
行
進
を

披
露
。そ
の
後
、ナ
ッ
ク
ス
駐
車
場
で

行
わ
れ
た
式
典
で
熊
谷
統
監
は「
今

年
に
入
っ
て
か
ら
火
災
が
続
い
て
い

ま
す
。決
意
を
新
た
に
各
分
団
で
の

啓
発
活
動
を
続
け
、町
の
安
全
安
心

を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
訓
示
。

ま
た
阿
部
秀
夫
団
長
は「
町
民
の
信

頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
、安
全
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
」と

話
し
、関
係
団
体
全
体
で
防
火
意
識

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

力強く堂々とした行進で町民に意気高い消防魂を示す団員たち

新
年
の
安
全
と
安
心
を
願
い

勇
壮
な
分
列
行
進
と
消
防
出
初
め
式

点検を受ける婦人消防協力隊

高らかな音色を響かせたラッパ隊
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力強く堂々とした行進で町民に意気高い消防魂を示す団員たち

交通死亡事故ゼロの継続を目指し
交通指導隊初点検

　

交
通
指
導
隊
の
初
点
検
が
1
月

10
日
、役
場
庁
舎
前
で
行
わ
れ
、事

故
の
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
の
実
現

を
目
指
し
、隊
員
が
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。当
日
は
交
通
指
導
員
17

人
と
関
係
者
が
出
席
し
、服
装
や
車

両
、手
帳
、警
笛
の
点
検
が
行
わ
れ

ま
し
た
。点
検
を
終
え
た
熊
谷
町
長

は「
昨
年
12
月
26
日
で
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
２
年
を
達
成
し
、皆
さ
ま
の

日
々
の
活
動
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。今
年
は
東
京
五
輪
の
開
催
年
で

あ
り
、き
り
っ
と
ひ
き
し
ま
っ
た
精
神

を
忘
れ
ず
任
務
に
当
た
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」と
訓
示
。佐
々
木
俊
彦
隊
長

は「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
継
続
に

努
め
る
と
と
も
に
、高
齢
者
の
交
通

安
全
や
飲
酒
運
転
根
絶
を
目
指
し
、

隊
員
と
と
も
に
活
動
し
て
い
き
た
い

で
す
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。 点検を受ける隊員たち

電気自動車が災害時の電源に
岩手三菱自動車販売㈱・三菱自動車工業㈱と県内初の協定

　
町
は
12
月
12
日
、岩
手
三
菱
自
動
車
販
売

㈱
、三
菱
自
動
車
工
業
㈱
の
２
社
と
、「
災
害

時
に
お
け
る
電
動
車
両
等
の
支
援
に
関
す
る

協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
協
定
で
は
、大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
、

車
両
不
足
や
避
難
所
の
停
電
に
対
応
す
る
た

め
、給
電
可
能
な
電
気
自
動
車
を
町
へ
無
償

貸
与
す
る
な
ど
の
支
援
を
定
め
て
い
ま
す
。

貸
し
出
さ
れ
る
の
は
主
に「
ア
ウ
ト
ラ
ン
ダ
ー

PH
EV

」。エ
ン
ジ
ン
で
発
電
し
た
電
気
を
大

容
量
の
駆
動
用
バ
ッ
テ
リ
ー
に
蓄
え
る
こ
と

が
で
き
、フ
ル
充
電
、ガ
ソ
リ
ン
満
タ
ン
の
状

態
で
あ
れ
ば
、1
台
で
一
般
家
庭
の
約
10
日
分

の
電
気
を
ま
か
な
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
た
調
印
式
で
は
、

熊
谷
町
長
と
岩
手
三
菱
自
動
車
販
売
㈱
の

佐
藤
東
耕
常
務
取
締
役
、三
菱
自
動
車
工
業

㈱
の
国
内
営
業
本
部
国
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開

発
部
の
川
井
拓
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
協
定

書
に
署
名
。佐
藤
常
務
取
締
役
は「
地
域
貢
献

の
一
環
と
し
て
、避
難
者
の
安
心
感
や
役
場

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
」、

川
井
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は「
近
年
、災
害
が

広
域
化・長
期
化
し
、被
害
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。災
害
発
生
時
に
は
迅
速
な
対
応
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。熊
谷
町
長
は

「
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
ら

ず
、有
事
の
際
は
車
両
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
電
気
自
動
車
で
家
電
製
品
に
給
電
す
る
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、関
係
者
が

そ
の
性
能
を
確
か
め
ま
し
た
。

（左から）岩手三菱自動車販売㈱の佐藤常務取締役、
熊谷町長、三菱自動車工業㈱の川井担当マネージャー

給電方法を実演。パソコンやスマホへの充電、暖房器具や
調理家電などへの給電が可能
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町男女共同参画
推進計画　

町
は
、男
女
が
お
互
い
の
立
場
を
認
め
合
い
、そ
の
能
力
や
個
性
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、全
て
の
人
が
男
女
共
同
参
画
の
意
義

を
理
解
し
、行
動
す
る
社
会
を
目
指
す
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画「
紫
あ
波
せ
あ
っ
ぷ
る
プ
ラ
ン
Ⅱ
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
特
集
で
は
、町
民
の
参
加
に
よ
っ
て
策
定
し
た「
紫
あ
波
せ
あ
っ
ぷ
る
プ
ラ
ン
Ⅱ（
平
成
31
年
３
月
改
定
版
）」の
概
要
と
、男
女
共
同

参
画
社
会
に
つ
い
て
町
民
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
を
ま
と
め
た
調
査
結
果（
平
成
30
年
実
施
）を
紹
介
し
ま
す
。

町民との協働

男女共同参画社会の実現男女共同参画社会の実現

［男女共同参画社会］
　男女共同参画社会は、男女がお互いの意思と立場を尊重しながら自立し、
支え合い、いきいきと暮らす社会のことです。皆さんの身近な気付きが、男女
共同参画社会実現のための大きな一歩です。
　「紫あ波せあっぷるプランⅡ」は、4つの基本方針のもと、それぞれの重点
項目を町民との協働で取り組み、推進していこうとするものです。
　計画期間：平成26(2014)年度～令和５(2023)年度の10年間

﹇
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
﹈

　
　
　
　し

　
　
　
　わ

　「紫
あ
波
せ
あ
っ
ぷ
る
プ
ラ
ン
」の
推
進
に
向
け
て
、広
く
町
民
の
意
見
を
聞
き
施
策
に
反
映
す

る
た
め
、町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会（
小
岩
美
津
子
委
員
長
、以
下「
推
進
委
員
会
」）を
設
置

し
て
い
ま
す
。推
進
委
員
会
は
町
内
の
多
彩
な
分
野
か
ら
町
長
の
委
嘱
を
受
け
た
13
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
、「
紫
あ
波
せ
あ
っ
ぷ
る
プ
ラ
ン
」の
総
合
的
な
推
進
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、男
女

共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
の
提
言
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■方針Ⅰ
男女がお互いを尊重する意
識の定着を図ります

①人権の尊重・男女平等の気付き
②人権学習・男女平等教育の推進
③固定的役割意識の緩和と慣行
の見直し

■方針Ⅲ
仕事と生活の調和がとれた
社会を目指します

①働きやすい職場環境づくり
②農業・自営業におけるパート
ナーシップ
③活動したい人、起業したい人へ
の支援

●よく使われる男女共同参画関連用語 
○ジェンダー(社会的性差) 
社会的・文化的に形成された「男性像」「女
性像」のような性別のこと

○ドメスティック・バイオレンス(DV) 
配偶者など親しい関係にある人からの身
体的、精神的、性的、経済的な暴力のこと

○配偶者暴力相談支援センター
DV防止と被害者保護のため相談、カウン
セリング、保護、自立支援などを行う機関
○ワーク・ライフ・バランス 
仕事と生活の調和。経済的基盤が確保で
き、自らの意思で多様な生き方が選択でき
ること

○家族経営協定 
家族間の平等な農業経営参画のため、経
営方針や給料、休日などを家族で話しあっ
て合意したルール
○男女共同参画サポーター 
男女共同参画の研修を修了し、岩手県知事
が認定した男女共同参画社会の推進役

〇一般相談・DV相談について
　岩手県男女共同参画センター　☎606-1762
〇LGBT、女性の就労問題について　
　岩手県男女共同参画センター　☎601-6891
〇セクハラ・育児休業などについて
　岩手労働局雇用環境・均等室  ☎604-3010

〇人権問題について
　みんなの人権110番　☎0570-003-110
〇DVや児童虐待、ストーカー、性犯罪被害について
　紫波警察署　☎671-0110
〇児童虐待について   児童相談所虐待対応ダイヤル　☎189
〇女性の活躍促進、市民活動について
　紫波町役場 企画課　☎672-2111

　　　　　　　　　　　町と推進委員会は11月17日、情報
交流館で男女共同参画セミナーを開催しました。「ワーク・ライ
フ・バランス」をテーマに、リコージャパン（株）岩手支社の中嶋
司さん、（株）偀光の小野光広さん、NPO法人アウルズ紫波ス
ポーツアカデミーの綱嶋久子さんがワーク・ライフ・バランス
の実現に向けた取り組みや、次世代育成に込める思いなどを
発表。コーディネーターをNPO法人いわて連携復興センター
の大吹哲也さんが務めました。

い
き
い
き
と
働
け
る
職
場
づ
く
り
や

岩
手・紫
波
で
働
く
魅
力
を
語
る
ゲ

ス
ト
の
皆
さ
ん

男女共同参画セミ
ナー

平成31年３月改定版では、29項目において目指そう値を設定しています。

総
合
計
画
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
も
暮
ら
し
心
地
の
良
い

ま
ち
を
目
指
し
、一人
ひ
と
り
の
気
付
き
が
話
さ
れ
ま
し
た

ひ
と
と
ひ
と

ひととひと

ひととひと
■方針Ⅱ
男女が共に支え合い、心豊
かで安全安心な社会づくり
を進めます

①家庭生活における男女の支え合い
②地域ぐるみで見守る子育て
③DVの根絶を目指したサポート
④生涯を通じた健康づくり支援

ひととひと

■方針Ⅳ
あらゆる分野で男女が参画
する機会を増やしていきます

①政策・方針決定過程への女性の
参画拡大

②NPO、コミュニティ活動におけ
る男女共同参画推進
③男女共同参画の視点を入れた災
害に強いまちづくり

ひととひと

相談先

「紫あ波せあっぷるプランⅡ」や男女共同参画社会づくりのための
意識調査結果は、町のホームページに掲載しています。

　
　し

　
　
　

  

わ

「
紫
あ
波
せ
あ
っ
ぷ
る
プ
ラ
ン
Ⅱ
」か
ら

暮
ら
し
心
地
の
良
い
ま
ち
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！
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町男女共同参画
推進計画　

町
は
、男
女
が
お
互
い
の
立
場
を
認
め
合
い
、そ
の
能
力
や
個
性
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、全
て
の
人
が
男
女
共
同
参
画
の
意
義

を
理
解
し
、行
動
す
る
社
会
を
目
指
す
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画「
紫
あ
波
せ
あ
っ
ぷ
る
プ
ラ
ン
Ⅱ
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
特
集
で
は
、町
民
の
参
加
に
よ
っ
て
策
定
し
た「
紫
あ
波
せ
あ
っ
ぷ
る
プ
ラ
ン
Ⅱ（
平
成
31
年
３
月
改
定
版
）」の
概
要
と
、男
女
共
同

参
画
社
会
に
つ
い
て
町
民
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
を
ま
と
め
た
調
査
結
果（
平
成
30
年
実
施
）を
紹
介
し
ま
す
。

町民との協働

男女共同参画社会の実現男女共同参画社会の実現

［男女共同参画社会］
　男女共同参画社会は、男女がお互いの意思と立場を尊重しながら自立し、
支え合い、いきいきと暮らす社会のことです。皆さんの身近な気付きが、男女
共同参画社会実現のための大きな一歩です。
　「紫あ波せあっぷるプランⅡ」は、4つの基本方針のもと、それぞれの重点
項目を町民との協働で取り組み、推進していこうとするものです。
　計画期間：平成26(2014)年度～令和５(2023)年度の10年間

﹇
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
﹈

　
　
　
　し

　
　
　
　わ

　「紫
あ
波
せ
あ
っ
ぷ
る
プ
ラ
ン
」の
推
進
に
向
け
て
、広
く
町
民
の
意
見
を
聞
き
施
策
に
反
映
す

る
た
め
、町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会（
小
岩
美
津
子
委
員
長
、以
下「
推
進
委
員
会
」）を
設
置

し
て
い
ま
す
。推
進
委
員
会
は
町
内
の
多
彩
な
分
野
か
ら
町
長
の
委
嘱
を
受
け
た
13
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
、「
紫
あ
波
せ
あ
っ
ぷ
る
プ
ラ
ン
」の
総
合
的
な
推
進
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、男
女

共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
の
提
言
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■方針Ⅰ
男女がお互いを尊重する意
識の定着を図ります

①人権の尊重・男女平等の気付き
②人権学習・男女平等教育の推進
③固定的役割意識の緩和と慣行
の見直し

■方針Ⅲ
仕事と生活の調和がとれた
社会を目指します

①働きやすい職場環境づくり
②農業・自営業におけるパート
ナーシップ
③活動したい人、起業したい人へ
の支援

●よく使われる男女共同参画関連用語 
○ジェンダー(社会的性差) 
社会的・文化的に形成された「男性像」「女
性像」のような性別のこと

○ドメスティック・バイオレンス(DV) 
配偶者など親しい関係にある人からの身
体的、精神的、性的、経済的な暴力のこと

○配偶者暴力相談支援センター
DV防止と被害者保護のため相談、カウン
セリング、保護、自立支援などを行う機関
○ワーク・ライフ・バランス 
仕事と生活の調和。経済的基盤が確保で
き、自らの意思で多様な生き方が選択でき
ること

○家族経営協定 
家族間の平等な農業経営参画のため、経
営方針や給料、休日などを家族で話しあっ
て合意したルール
○男女共同参画サポーター 
男女共同参画の研修を修了し、岩手県知事
が認定した男女共同参画社会の推進役

〇一般相談・DV相談について
　岩手県男女共同参画センター　☎606-1762
〇LGBT、女性の就労問題について　
　岩手県男女共同参画センター　☎601-6891
〇セクハラ・育児休業などについて
　岩手労働局雇用環境・均等室  ☎604-3010

〇人権問題について
　みんなの人権110番　☎0570-003-110
〇DVや児童虐待、ストーカー、性犯罪被害について
　紫波警察署　☎671-0110
〇児童虐待について   児童相談所虐待対応ダイヤル　☎189
〇女性の活躍促進、市民活動について
　紫波町役場 企画課　☎672-2111

　　　　　　　　　　　町と推進委員会は11月17日、情報
交流館で男女共同参画セミナーを開催しました。「ワーク・ライ
フ・バランス」をテーマに、リコージャパン（株）岩手支社の中嶋
司さん、（株）偀光の小野光広さん、NPO法人アウルズ紫波ス
ポーツアカデミーの綱嶋久子さんがワーク・ライフ・バランス
の実現に向けた取り組みや、次世代育成に込める思いなどを
発表。コーディネーターをNPO法人いわて連携復興センター
の大吹哲也さんが務めました。

い
き
い
き
と
働
け
る
職
場
づ
く
り
や

岩
手・紫
波
で
働
く
魅
力
を
語
る
ゲ

ス
ト
の
皆
さ
ん

男女共同参画セミ
ナー

平成31年３月改定版では、29項目において目指そう値を設定しています。

総
合
計
画
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
も
暮
ら
し
心
地
の
良
い

ま
ち
を
目
指
し
、一人
ひ
と
り
の
気
付
き
が
話
さ
れ
ま
し
た

ひ
と
と
ひ
と

ひととひと

ひととひと
■方針Ⅱ
男女が共に支え合い、心豊
かで安全安心な社会づくり
を進めます

①家庭生活における男女の支え合い
②地域ぐるみで見守る子育て
③DVの根絶を目指したサポート
④生涯を通じた健康づくり支援

ひととひと

■方針Ⅳ
あらゆる分野で男女が参画
する機会を増やしていきます

①政策・方針決定過程への女性の
参画拡大
②NPO、コミュニティ活動におけ
る男女共同参画推進
③男女共同参画の視点を入れた災
害に強いまちづくり

ひととひと

相談先

「紫あ波せあっぷるプランⅡ」や男女共同参画社会づくりのための
意識調査結果は、町のホームページに掲載しています。

　
　し

　
　
　

  

わ

「
紫
あ
波
せ
あ
っ
ぷ
る
プ
ラ
ン
Ⅱ
」か
ら

暮
ら
し
心
地
の
良
い
ま
ち
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！

方針 目指す項目 基準値
(平成29年)

目指そう値
(令和5年)

方
針
Ⅰ

女性の人権が尊重されていると思う人の割合 41.6% 60.0%
社会や生活の中で、男女の地位（立場）が平等と思う人の割合 13.3％ 20.0％
「LGBT」について知っている人の割合 31.4％ 50.0％
「男は仕事、女は家庭」という固定観念に同感しない人の割合 48.6% 55.0%

方
針
Ⅱ

父親が何らかのかたちで子育てに関わっている割合 98.6％ 99.0％
警察や配偶者暴力相談支援センターが、ＤＶ被害者を保護する
ことを知っている人の割合 46.1％ 70.0％

特定健康診査受診率（紫波町国民健康保険加入者対象） 56.7％ 60.0％

方
針
Ⅲ

職場において男女の待遇が平等と思う人の割合 45.0％ 48.0％
女性が働きやすい社会だと思う人の割合 44.6％ 50.0％
「ワーク・ライフ・バランス」という言葉の意味を知っている人の
割合 17.0％ 50.0％

仕事以外に何か活動している人の割合 70.1% 75.0%

方
針
Ⅳ

法定審議会などの女性委員の割合 24.5% 30.0%
地区懇談会、意見交換会の女性の参加者割合 30.2% 40.0%
農業委員の女性委員の登用数 1人 3人
市民活動における女性リーダーの割合 41.0％ 50.0％

➡
➡
➡
➡
➡

➡

➡
➡
➡

➡

➡
➡
➡
➡
➡
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　「紫あ波せあっぷるプランⅡ」（平成31年３月改定版）の策定に当たり、平成30年2～3月に町内在住の2000人に
対し、意識調査を実施しました。回答いただいた694 件の結果を、「紫あ波せあっぷるプランⅡ」に反映しました。
　計画の主な取り組みと関連する意識調査の結果を紹介します。

思う 32.8%

思う 35.0%

思わない
31.2%

思わない
23.0%

わからない 36.0%

わからない 42.0%

H30

H24

H30

H24

思う 55.2%

思う 61.2%

思わない
18.1%

思わない
15.3%

わからない
26.7%

わからない
23.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

  

0.8%
3.3%
4.6%

8.2%
8.5%

11.8%
14.1%
14.7%
15.4%

18.6%

21.1%

13.0%

18.2%

11.9%

11.6%

9.7%

8.1%

5.1%

1.3%

17.8%

17.2%

15.9%

15.9%

9.5%

9.5%

7.4%

5.5%

1.3%

Q今の世の中、女性の人権が尊重されていると思いますか
●人権の尊重・男女平等の気付き

Q介護が必要になったとき誰に
　介護してもらいたいですか（上位3番）

●家庭生活における男女の支え合い Q父親が子育てにどのように関わっていますか

Q男女の地位で不平等があるのは、
　どの分野だと思いますか

●人権学習・男女平等教育の推進

女性

男性

【具体的な取り組み】
・人権や男女平等に関する研修、啓発事
業の実施 
・男女共同参画、人権に関する情報提供
や関連資料の整備 
・人権擁護などの関係機関との連携強化

【具体的な取り組み】
・人権ハンドブックなどを活用した男女平等教育の推進 
・教育関係者、児童・生徒の保護者などへの研修機会の確保 
・異性に対する正しい認識のための教育 
・学校における男女混合名簿の採用 
・LGBTなどの性的少数者への偏見解消のための啓発

思う 45.0%

思う 40.5%

思わない 34.2%

思わない 31.2%

わからない
20.8%

わからない28.3%

H30

H24

H30

H24

思う 45.1%

思う 44.1%

思わない 41.6%

思わない 40.7%

わからない
13.3%

わからない
15.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

  

Qあなたの職場では男性と女性の待遇が平等だと思いますか

女性

男性

【具体的な取り組み】
・ワーク・ライフ・バランス(仕事と生
活の調和)実現のための啓発 
・雇用の維持、確保の働きかけ 
・能力開発の支援機会の情報提供

H24　女(n=205)　男(n=145)
H30　女(n=240)　男(n=173)

方針Ⅰ　男女がお互いを尊重する意識の定着を図ります方針Ⅰ　男女がお互いを尊重する意識の定着を図ります

方針Ⅱ　男女が共に支え合い、心豊かで安全安心な社会づくりを進めます

社会通念や習慣
42%

職場
18%

政治や方針
決定の場
12%

地域社会
10%

家庭
10%

法律や制度上
5%

学校教育 1%
その他 2%

1番

2番

3番

配偶者
27.4％
介護施設
27.3％

ホームヘルパー
19.8％

介護施設
27.6％

ホームヘルパー
23.2％
配偶者
18.6％

男　性 女　性

行儀などのしつけ

通学・習い事などの送り迎え
毎日世話をする

子どもの進路などを考える

母親の子育ての悩みを聞くこと
保育施設・学校に関わること

特に関わらない
その他

スポ少や部活動に関わること

母親が自分の時間を持ちたいとき

育児や介護に関わることが多い

男性がなるほうがいいと
思う人が多い

女性の登用に対する認識、理解不足

女性有識者などの人材不足

女性が女性の足をひっぱる

女性の指導力、能力に対する偏見

その他

女性はでしゃばるものでは
ないという社会意識

女性自身が関心、チャレンジ精神がない

・家庭生活でのバランスがとれた役割分担の啓発
・福祉サービスの充実と適正なサービスの提供
・育児、食育など家庭教育と連携した男女共同参画の推進

【具体的な取り組み】

●働きやすい職場環境づくり

方針Ⅲ
仕事と生活の調和がとれた社会を目指します
方針Ⅲ
仕事と生活の調和がとれた社会を目指します

Q役職への女性進出が進まない原因はどこにあると思いますか
●政策・方針決定過程への女性の参画拡大
方針Ⅳ　あらゆる分野で男女が参画する機会を増やしていきます方針Ⅳ　あらゆる分野で男女が参画する機会を増やしていきます

【具体的な取り組み】
・ポジティブアクションによ
る審議会などへの女性割
合の目標設定 
・市民参加を進め、市民の
意見をまちづくりに生かす 
・情報の入手や発信が、誰
でも平等にできる環境の
整備

■ 女（n=1043）
■ 男（n=687）

　男女共同参画の推進は、既存の社会課題
に対する解決アプローチの一つです。固定的
な性別役割や長時間労働などは、少子化や
格差社会を生み出し、幸福感を減退させる要
因にもなっています。家庭や職場、社会にお
けるさまざまな取り組みが目に見えた成果に
つながるまで時間が必要かもしれませんが、
まずは自分の暮らし心地の良い生活を目指し
て、アクションを起こしてみましょう。大事な

ことは女性も男性も自分の中にあるジェン
ダー・バイアス（性別による偏見）や不合理な
信念に気付くこと、そして身近で得意な分野
から改善に向けた行動をしてみることです。
場合によっては専門の相談機関も頼りになり
ます。そうした一人ひとりの暮らしやすさや働
きやすさに向けたビジョンや行動が、ゆくゆ
くは暮らし心地の良い社会の形成につながる
と思います。

ジェンダー・バイアスに気付くことが始まり

男女共同参画推進委員会
委員長職務代理者／富
士大学経済学部専任講師
内城 寛子さん(日詰)

男女共同参画社会には「思いやり」が必要

男女共同参画推進委員、農業委員
工藤 姫子さん(赤沢)

　農業委員を務めていますので、農業委員会の
場では機会があれば推進委員会で出た話題や
男女共同参画に関する話を伝えるようにしてい
ます。
　男女共同参画を進めるためには、必要なら欧
米に倣って社会活動における男女のバランスを
数値目標として決めてもいいでしょう。目標値を

決めて取り組むことは重要なことだと思ってい
ます。
　自分が忙しいときは、自分が一番大変だと思
いがちです。しかし「あの人は私より大変だ」と思
う気持ちの余裕を持てれば、助け合うことができ
ます。思いやりが男女共同参画社会をつくるのだ
と思います。

H24…女（n=374）  男（n=268）
H30…女（n=414）  男（n=277）  ｎ= 回答者実数

ひととひとひととひと

インタビュー

ひととひと

ひととひと
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　「紫あ波せあっぷるプランⅡ」（平成31年３月改定版）の策定に当たり、平成30年2～3月に町内在住の2000人に
対し、意識調査を実施しました。回答いただいた694 件の結果を、「紫あ波せあっぷるプランⅡ」に反映しました。
　計画の主な取り組みと関連する意識調査の結果を紹介します。

思う 32.8%

思う 35.0%

思わない
31.2%

思わない
23.0%

わからない 36.0%

わからない 42.0%

H30

H24

H30

H24

思う 55.2%

思う 61.2%

思わない
18.1%

思わない
15.3%

わからない
26.7%

わからない
23.5%
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14.1%
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18.6%
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13.0%
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11.9%

11.6%
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17.8%
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Q今の世の中、女性の人権が尊重されていると思いますか
●人権の尊重・男女平等の気付き

Q介護が必要になったとき誰に
　介護してもらいたいですか（上位3番）

●家庭生活における男女の支え合い Q父親が子育てにどのように関わっていますか

Q男女の地位で不平等があるのは、
　どの分野だと思いますか

●人権学習・男女平等教育の推進

女性

男性

【具体的な取り組み】
・人権や男女平等に関する研修、啓発事
業の実施 

・男女共同参画、人権に関する情報提供
や関連資料の整備 
・人権擁護などの関係機関との連携強化

【具体的な取り組み】
・人権ハンドブックなどを活用した男女平等教育の推進 
・教育関係者、児童・生徒の保護者などへの研修機会の確保 
・異性に対する正しい認識のための教育 
・学校における男女混合名簿の採用 
・LGBTなどの性的少数者への偏見解消のための啓発

思う 45.0%

思う 40.5%

思わない 34.2%

思わない 31.2%

わからない
20.8%

わからない28.3%

H30

H24

H30

H24

思う 45.1%

思う 44.1%

思わない 41.6%

思わない 40.7%

わからない
13.3%

わからない
15.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

  

Qあなたの職場では男性と女性の待遇が平等だと思いますか

女性

男性

【具体的な取り組み】
・ワーク・ライフ・バランス(仕事と生
活の調和)実現のための啓発 
・雇用の維持、確保の働きかけ 
・能力開発の支援機会の情報提供

H24　女(n=205)　男(n=145)
H30　女(n=240)　男(n=173)

方針Ⅰ　男女がお互いを尊重する意識の定着を図ります方針Ⅰ　男女がお互いを尊重する意識の定着を図ります

方針Ⅱ　男女が共に支え合い、心豊かで安全安心な社会づくりを進めます

社会通念や習慣
42%

職場
18%

政治や方針
決定の場
12%

地域社会
10%

家庭
10%

法律や制度上
5%

学校教育 1%
その他 2%

1番

2番

3番

配偶者
27.4％
介護施設
27.3％

ホームヘルパー
19.8％

介護施設
27.6％

ホームヘルパー
23.2％
配偶者
18.6％

男　性 女　性

行儀などのしつけ

通学・習い事などの送り迎え
毎日世話をする

子どもの進路などを考える

母親の子育ての悩みを聞くこと
保育施設・学校に関わること

特に関わらない
その他

スポ少や部活動に関わること

母親が自分の時間を持ちたいとき

育児や介護に関わることが多い

男性がなるほうがいいと
思う人が多い

女性の登用に対する認識、理解不足

女性有識者などの人材不足

女性が女性の足をひっぱる

女性の指導力、能力に対する偏見

その他

女性はでしゃばるものでは
ないという社会意識

女性自身が関心、チャレンジ精神がない

・家庭生活でのバランスがとれた役割分担の啓発
・福祉サービスの充実と適正なサービスの提供
・育児、食育など家庭教育と連携した男女共同参画の推進

【具体的な取り組み】

●働きやすい職場環境づくり

方針Ⅲ
仕事と生活の調和がとれた社会を目指します
方針Ⅲ
仕事と生活の調和がとれた社会を目指します

Q役職への女性進出が進まない原因はどこにあると思いますか
●政策・方針決定過程への女性の参画拡大
方針Ⅳ　あらゆる分野で男女が参画する機会を増やしていきます方針Ⅳ　あらゆる分野で男女が参画する機会を増やしていきます

【具体的な取り組み】
・ポジティブアクションによ
る審議会などへの女性割
合の目標設定 
・市民参加を進め、市民の
意見をまちづくりに生かす 
・情報の入手や発信が、誰
でも平等にできる環境の
整備

■ 女（n=1043）
■ 男（n=687）

　男女共同参画の推進は、既存の社会課題
に対する解決アプローチの一つです。固定的
な性別役割や長時間労働などは、少子化や
格差社会を生み出し、幸福感を減退させる要
因にもなっています。家庭や職場、社会にお
けるさまざまな取り組みが目に見えた成果に
つながるまで時間が必要かもしれませんが、
まずは自分の暮らし心地の良い生活を目指し
て、アクションを起こしてみましょう。大事な

ことは女性も男性も自分の中にあるジェン
ダー・バイアス（性別による偏見）や不合理な
信念に気付くこと、そして身近で得意な分野
から改善に向けた行動をしてみることです。
場合によっては専門の相談機関も頼りになり
ます。そうした一人ひとりの暮らしやすさや働
きやすさに向けたビジョンや行動が、ゆくゆ
くは暮らし心地の良い社会の形成につながる
と思います。

ジェンダー・バイアスに気付くことが始まり

男女共同参画推進委員会
委員長職務代理者／富
士大学経済学部専任講師
内城 寛子さん(日詰)

男女共同参画社会には「思いやり」が必要

男女共同参画推進委員、農業委員
工藤 姫子さん(赤沢)

　農業委員を務めていますので、農業委員会の
場では機会があれば推進委員会で出た話題や
男女共同参画に関する話を伝えるようにしてい
ます。
　男女共同参画を進めるためには、必要なら欧
米に倣って社会活動における男女のバランスを
数値目標として決めてもいいでしょう。目標値を

決めて取り組むことは重要なことだと思ってい
ます。
　自分が忙しいときは、自分が一番大変だと思
いがちです。しかし「あの人は私より大変だ」と思
う気持ちの余裕を持てれば、助け合うことができ
ます。思いやりが男女共同参画社会をつくるのだ
と思います。

H24…女（n=374）  男（n=268）
H30…女（n=414）  男（n=277）  ｎ= 回答者実数

ひととひとひととひと

インタビュー

ひととひと

ひととひと
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暮らしの情報
紫波町役場の連絡先　☎672-2111  　 672-2311
（記載のない場合の市外局番は019です）

LIFE INFORMATION

FAX

矢巾町大字又兵工新田5-335 医療福祉多機能ビルケアセンター南昌（矢幅駅西口）

☎019-698-2015(代)  ☎019-698-3033(受付)

こずかた診療所 内科
■診療時間平日　9:00～12:00/13:30～17:30
■受付時間平日　8:30～11:30/13:15～17:00
■休診　土曜・日曜・祝日

介護老人保健施設 博愛荘
■施設概要　在宅復帰に向けた支援を目的に、医学的管理のもとに看護・介護
及びリハビリテーション、その他日常生活のお世話をさせていただきます。
■利用対象者　65歳以上で介護保険の要介護1～5の認定を受けられた方。
※45歳以上の方は特定疾病の診断を受けなおかつ要介護1～5の方

紫波町遠山字松原1-11 道の駅紫波200メートル奥
http://www.shiwa-fruitspark.co.jp/

紫あ波せワイン発売記念パーティー

３/１2㊍
発売

日時・3/13㊎  会場・ナックスホール
会費・4000円

☎019-676-5301

町育児休業代替任期付職員
採用候補者  選考試験
　町は、育児休業を取得する職員の
代替として勤務する職員の採用候補
者名簿登録を目的とした選考試験を
行います。職員の育児休業の期間に
応じて任期が設定され、取得状況に
よっては、採用候補者名簿に登録され
ても採用にならない場合があります。
■職種と登録予定数
　一般事務　２人／保健師　２人
■受験資格
〇一般事務　令和２年４月１日現在

18歳以上（平成14年４月１日ま
でに生まれた人）で、高校以上(大
学、短期大学を含む)を卒業した
人または令和２年３月31日までに
卒業見込みの人

〇保健師　保健師助産師看護師法
の規定による保健師の免許を取
得している人または令和２年３月
31日までに取得見込みの人

■試験日・会場
　３月15日(日)　紫波町役場
■申込・問合せ  人事秘書室で交付

または町のホームページに掲示す
る申込用紙などに必
要事項を記入し、3月
４日(水)までに提出

（土日祝を除く）
　※受付時間は午前8時30分～午

後5時、郵送申込は3月４日(水)午
後5時必着

　総務課 人事秘書室
　☎672-2111　内線2350
　　　	
図書館運営専門員の採用試験
　町図書館の業務に従事する図書

館運営専門員（会計年度任用職員）
の採用試験を行います。
■受験資格　高校以上を卒業した

人で、パソコン（ワード、エクセル）
の基本操作ができる人

■採用予定数　２人
■勤務条件　任期：令和２年４月１

日～令和３年３月31日
　勤務時間：週33時間45分（１日６

時間45分）
■試験日・内容　書類選考後、面接

試験により合格者を決定します。
　面接　２月25日（火） 情報交流館
■申込・問合せ　町図書館で配布ま

たは町のホームページに掲示する
申込書類に必要事項を記入し、作
文とともに２月19日（水）午後６時
までに提出

　情報交流館事務局
　☎672-2111
　内線6313
　　　	
事務補助員の登録
　町の行政事務補助全般に従事す
る事務補助員（会計年度任用職員）
の登録を随時受け付けています。
　なお、登録者の中から必要に応じ
て選考を行い任用するため、必ずし
も任用されるものではありませんの
で、ご了承ください。
■勤務条件
・任用期間　原則１会計年度（４月

１日～翌年３月31日）以内
・給料　月額12万8032円
・勤務日・時間　原則、毎週月曜日

～金曜日の５日間
　１日７時間30分（週37時間30分）

午前８時30分～午後５時
■登録方法

　人事秘書室で配布
または町のホーム
ページに掲示する申
込書に必要事項を
記入し、提出。

■選考方法
　任用の必要が生じた場合に、登

録者の申込書の内容で書類選考
を行い、必要に応じて面接などを
実施。

■問合せ　総務課 人事秘書室
　☎672-2111　内線2353
　　　	
旧庁舎敷地活用に関する
事業提案の募集
　町は、旧庁舎敷地を活用する事業
提案を募集しています。詳細は問い
合わせください。
■募集要項の配布期間
　２月21日（金）まで
■応募申込書の提出期限
　３月13日（金）午後5時必着
■申込・問合せ
　財政課 財産管理室
　☎672-2111　内線2333
　　　	
町有財産（土地）の売却物件
のお知らせ
　町が保有する財産（土地）の売却
を行います。要件などがありますの
で事前に問い合わせください。
■売却物件　平沢字松田地内 ６区

画 合計面積1,009.01㎡
■申込　２月26日（水） 午前８時30

分から申込受付開始。
■問合せ　企画課 地域開発室
　☎672-2111　内線2324
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暮らしの情報
紫波町役場の連絡先　☎672-2111  　 672-2311
（記載のない場合の市外局番は019です）

LIFE INFORMATION

FAX

いわてS-1スイーツフェア2020
　今回で8回目となるウィンター
シーズン恒例の人気イベントです。
地元で人気のスイーツ&おやつをは
じめ、ご当地グルメが出店します。来
場者参加型のスイーツ人気投票が
実施されるほか、ステージイベント
やご当地キャラクターが会場を盛り
上げ、県央エリアの豪華賞品が当た
る大抽選会も行われます。	
	 入場無料 	 申込不要

■日時　2月22日(土)・23日(日)　
午前10時～午後4時

■会場　ビッグルーフ滝沢（滝沢市下
鵜飼1-15）　　　　　　　　　　　　

■問合せ
　盛岡・八幡平元気ま

るごと発 信 事 業 実
行委員会事務局（盛
岡広域振興局 経営企画部内） 

　☎629-6512
　　　	
もりおか就職ガイダンス
　大学、大学院、短期大学、高等専門
学校、専修学校、公共能力開発施設
などを令和3年3月に新規卒業予定
の学生および既卒者または若年求
職者（おおむね35歳未満）を対象と
した合同企業説明会が開かれます。
■日時　3月9日（月）午後1時～4時
■会場　ホテルメトロポリタン盛岡　

ニューウイング４階(盛岡市盛岡駅
前北通2-27)

■問合せ　盛岡公共職業安定所（ハ
ローワーク盛岡） 求人企画部門

　☎624-8905

紫波ウイング
ランニングバイク体験会
　お子さんの自転車デビューをお
手伝いします。自転車に乗るバラン
ス感覚が早く身につき、お友達と楽
しく体験できます。練習日もあるの
で、申し込みの上、気軽にご参加く
ださい。
■日時　３月15日(日)
　午後１時30分～3時30分頃
■会場　サン・ビレッジ紫波
■対象・定員　６歳以下の未就学児

(今年4月1日時点)で町内または
近隣に在住の人　30人程度

■参加費　1000円
■持ち物　内履き、手袋
　※ヘルメット、ランニングバイク

(ペダル、チェーンの無いもの)持
込可。レンタルできますが数に限
りがあります。

■申込・問合せ　３月10日(火)まで
　紫波ウイング事務局
　☎080-5847-5962
　*shiwa.wing@gmail.com
　　　	
第34回陸上自衛隊
岩手駐屯地定期演奏会
　当日、会場で入場整理券を配布し
ます。	 入場無料

■日時  ３月15日（日）
　開場：午後２時15分
　開演：午後３時
■会場  マリオス 大ホール（盛岡市

盛岡駅西通2-9-1）
■申込・問合せ
　陸上自衛隊岩手駐屯地 司令業務

室　☎688-4311　内線256　

町職員中途採用試験
　町は、令和２年6月1日以降採用予
定の社会人を対象とした中途採用
試験を行います。
　作文や面接などの人物試験を重
視し、公務員用の特別な受験勉強の
いらないSPI試験により選考を行い
ます。
■職種と採用予定数
　事務（正職員）　３人
■受験資格   次のいずれも満たす人
①昭和54年４月２日以降、平成２年

４月１日までに生まれた人で、高
校以上(大学、短期大学を含む)を
卒業した人

②令和２年４月1日までに５年以上民
間企業などで職務経験を有する人

■試験日・会場
○第1次試験
　3月15日(日) 紫波町役場
○第2次試験
　4月12日（日） 紫波町役場
〇第3次試験
　4月19日（日） 紫波町役場
■申込・問合せ
　人事秘書室で交付

または町のホーム
ページに掲示する
申込用紙などに必
要事項を記入し、3月5日(木)まで
に提出（土日祝を除く）

　※受付時間は午前8時30分～午
後5時、郵送申込は3月5日(木)午
後5時必着

　総務課 人事秘書室
　☎672-2111　内線2350

催　し

令和2年3月1日日よりダイヤ改正

400円
紫波町小屋敷字新在家90番地

☎019-673-8555
ラ・フランス温泉館http://www.lafrance.co.jp/検索ラ・フランス温泉館

お肌に優しいアルカリ性温泉
お問い
合わせ

0円バス
毎日運行!!
※天候や道路状況により予告なく時間を変更する場合がございます。※車内での喫煙・
飲食はお断り申し上げます。※上記場所以外での乗車・降車はお断り申し上げます。
※0円バスの乗車には前日までの事前予約が必要となります。

つるりん

入浴割引券入浴割引券

※温泉館受付でこの紙面をご提示ください。※1枚で1グループ、
期間中何回でもご利用いただけます。※上記金額はお一人様の入
浴料金となります。※土・日・祝祭日は利用不可です。

大　人
700円
子ども350円➡ 200円

《割引券有効期間》令和2年3月31日火まで《割引券有効期間》令和2年3月31日火まで

紫波町民
平日限定

➡

要予約

ＪＲ紫波中央駅
ＪＲ古館駅
ラ･フランス温泉館

発
発
発
発
着

発　着　場　所 時　　　刻
ラ･フランス温泉館
ＪＲ日詰駅

9:00
9:15
9:30
9:45
10:00

14:30
14:45
15:00
15:15
15:30

16:00
16:15
16:30
16:45
17:00

募　集
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ジ・ホロホロ鳥・七面鳥・ダチョ
ウを飼育している人→ ６月15日

（月）まで
※愛玩用に少数の家畜を飼育してい

る人にも報告の義務があります。
■報告内容　家畜保健衛生所から

配布された様式に、今年２月１日
時点の飼養状況を記入してくださ
い。報告様式は、役場農林課、ＪＡ
いわて中央畜産課でも入手できま
す。畜舎の平面図などの添付書類
は、前年と変更がなければ省略可
能です。

■提出先　下記のいずれかに提出し
てください。

・中央家畜保健衛生所（郵送、持参
またはファクシミリで受付）

　☎688-4111　 FAX  688-4012
　〒020-0605 滝沢市砂込390-5
・役場 農林課 農業振興室（持参の

み受付）
　☎672-2111　内線2245
・ＪＡいわて中央 営農販売部 畜産課

（持参のみ受付）　☎676-3512

こども救急相談電話
　県は、夜間に電話で子どもの病気
の対応や事故の応急処置について
看護師に相談ができる「こども救急
相談電話」を設置しています。子ども
の急な発熱、嘔吐、下痢、腹痛、誤飲、
打撲など、どうしたら良いか分から
ないときにぜひご活用ください。
■受付時間   午後7時から11時まで
　※年中無休

■相談電話
　＃8000  または  ☎605-9000
　　　	
若者のための
適職診断＆相談会
　「就職活動をしているがなかなか
決まらない」「自分に合った仕事が
分からない」「前職からブランクがあ
る」「働くことに不安がある」など、さ
まざまな思いを抱えながらも就職
や自立に向けて一歩踏み出せない
でいる15歳から45歳までの人を対
象とした、就職相談会が開催されま
す。申し込みの上、お越しください。	

相談無料

■日時・会場　2月26日（水）やは
ぱーく 活動スペースC（矢巾町駅
東1-12-1）

　2月27日（木） 町情報交流館 2階　
小スタジオ2

■時間　午後1時30分～、2時30分
～、3時30分～（各回50分程度）

　※各回先着１人または１組
■申込・問合せ　２月25日（火）まで
　もりおか若者サポートステーション
　☎625-8460
　*mail@morisapo.jp
・電話受付…月～金曜、第２・４土曜日
（祝日除く）　 午前9時～午後５時

・メール受付…氏名・年齢・住所・電話
番号を記載の上、申し込みください。

女性のための
女性司法書士による相談会
　相続、借金問題、家族間の問題な
ど、法律の関係する悩みを抱えた女
性を対象に、女性司法書士が相談に
応じます。	 相談無料

①特設無料相談所
■日時　３月１日（日）
　午前10時～午後４時
■会場　岩手県司法書士会館（盛岡

市本町通2-12-18）
②無料電話相談
■日時　３月１日（日）
　午前10時～午後４時
■相談電話
　☎0120-823-815（通話料無料）
　☎623-3355（通話料有料）

【問合せ】
　岩手県司法書士会
　☎622-3372

防火ポスター展示会 2月23日（日）～３月１日（日）
　紫波消防署は、情報交流館２階市民ギャラリーで防火ポスター展
示会を開催します。作品の中には、町内の小学生が描いた作品もありますので、
お誘い合わせの上、ご覧ください。　■問合せ　紫波消防署　☎676-7119

紫波ネットの広告を募集しています ■掲載料　1枠1万1000円（税込み）　■申込・問合せ　企画課 総合政策室
☎672-2111  内線2314  *shiwa.info@gmail.com

会計年度任用職員の募集
　町の非常勤職員・臨時職員の制度が今年４月から大きく変
わります。新しい制度における名称は「会計年度任用職員」で、
身分は一般職の地方公務員となります。
　会計年度任用職員は、期末手当の支給（一定の要件を満た
す場合）、休暇制度の拡充など、現在の非常勤職員・臨時職員
と比べて勤務条件が改善されます。
　会計年度任用職員の職種は、多岐に渡りま
す。職種ごとの募集の詳細は、決定次第、広報紙
または町のホームページに掲載します。
■問合せ　総務課  人事秘書室  ☎672-2111 内線2353

古館駅

●中島歯科

至花巻 ４号線

●ローソン
加藤医院
　●

たもり
●文

相心館 ゆう美容室

E-mail yu@posh.jp ●

ゼ
ビ
オ
ス
ポ
ー
ツhttp://www7b.biglobe.ne.jp/~aisinkan_yu/

〒028-3303 紫波郡紫波町高水寺古屋敷６-31
TEL019-676-5825 ●

イオン
スーパー
古館店

ホームページでお得情報をご覧ください。
　　携帯・スマホからアクセス！

2月
16日・17日・24日
3月
2日・3日・8日・9日
15日・16日・23日
30日・31日

美容師・アルバイト募集

相心舘

ゆう
美容室

相心舘

ゆう
美容室

＊ 定休日 ＊

サクサクと鋏の音で
デザインが決まる
ハサミの切れ味が心地よい

相　談 　町プレミアム付き商品券の使用期
限が迫っています。未使用の商品券を
お持ちの人は、忘れずに期限内に使
いましょう。
■問合せ　商工観光課 商工観光室
　☎672-2111　内線2212

プレミアム付き商品券
使用期限３月31日（火）まで
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暮らしの情報
紫波町役場の連絡先　☎672-2111  　 672-2311
（記載のない場合の市外局番は019です）

LIFE INFORMATION

FAX

3月1日（日）～3月7日（土）は
建築物防災週間です
　建築物防災週間は、災害による人
命や建築物の被害を防止し、安心し
て生活できる空間を確保するため、
建築物に関する防災知識の普及を
図り、建築物の防災対策を推進する
ことを目的としています。
　県は、防災上の配慮が強く求めら
れる建築物を中心に、町・消防と共
同で防災査察を実施し、必要に応じ
た指導を行います。
　また、期間中は次の場所に防災相
談所を設置し、地震や火災、がけなど
の建築物の防災に関するご相談に
お答えしますので、ご利用ください。

■防災相談所の設置場所	
　岩手県 県土整備部 建築住宅課　　
　☎629-5936　 FAX  651-4160
　盛岡広域振興局 土木部
　☎629-6650　 FAX  652-6924
　　　	
人権擁護委員再任のお知らせ
　町長が町議会の意見を聞いて推
薦した次の人が、法務大臣から令和
２年１月１日付けで人権擁護委員に
委嘱されました。
　人権擁護委員は、地域や小中学校
での人権啓発活動を行うほか、福祉
センターで実施している「ふれあい
相談所」の相談員を務め、皆さんから
の人権相談に応じています。
【人権擁護委員】
　佐々木 悦子さん（再任・４期目）

　小笠原 久子さん（再任・４期目）
■問合せ　健康福祉課 福祉推進室
　☎672-2111　内線1320
　　　	
家畜を飼育している人は
定期報告書を忘れずに提出
しましょう
　家畜伝染病予防法により、家畜を
飼育している人には「家畜の衛生管
理状況等の報告（定期報告書）」が義
務付けられています。口

こう て い え き

蹄疫や高病
原性鳥インフルエンザの発生を予
防するためにも、忘れずに報告しま
しょう。
■報告期限
○牛・豚・馬・めん羊を飼育している

人→ ４月15日（水）まで
○鶏・アイガモ・アヒル・ウズラ・キ

ちゃ ちゃ ちゃんねるちゃ ちゃ ちゃんねるちゃ ちゃ ちゃんねるキラッと ちゃ ちゃ ちゃんねるキラッと
　このコーナーでは毎月、町の子育て支援情報など、「子ども」に関する情報をお伝えしています。

今回は、町内の児童施設で、日々の体験の中からさまざまなことを学び、「生きる力」の土台となる力を
育んでいる子どもたちの様子が垣間見える一場面を紹介します。

　最近、コマ回しを楽しんでいる年長児のＲ君。昨年は「できないから…」と乗り気でなかったＲ君です
が、一年経って友達がコマを回す姿を見ているうちに「僕もやる」と練習を始めました。毎日のように先生
にコツを教えてもらいながら何度も何度も練習して、ついに回せるようになりました。すると今度は、友達
や先生が大きなコマを回しているのを見て「それもやりたい」とまた練習を始め、今度はあっという間に回
せるようになりました。さらに次は、回っているコマをひもで持ち上げてキャッチする技にチャレンジ。何度
も失敗し、顔にぶつけて痛い思いをしても諦めずに挑戦し、とうとうできるようになりました。少しずつ自
信がついて次 と々挑戦しているＲ君。今度は何に挑戦するのか楽しみです。	 ～長岡児童館から～

育ちの芽
vol.8

〈担当・問合せ〉こども課 こども室　☎672-2111  内線3130 

　長岡児童館では、冬
の時期になるとコマ遊びがブームになります。季
節の遊びでもあるため、子どもたちに興味を持って
もらえるようにと、他のおもちゃと一緒にさまざまな
コマを用意しています。初めて挑戦する児童は簡単
な手回しゴマを手に取り、徐々にコマ回しに慣れて
きた児童は大きなコマや難易度の高いコマにも挑
戦していきます。年上の児童や友達が挑戦している
姿は、子どもたちへの刺激となり、「やってみたいな」
という新たな挑戦に向けた気持ちの芽生えにつな
がっていると感じています。
　私たち保育者は、子どもたちの「やりたい気持ち」
がたくさん芽生えふくらんでいくよう、これからも関
わっていきたいと思います。

保育者のまなざし

やった～！
うまく回せた！

すごい！
私もうまく回せるよう

になりたいな…！
（年少児Kちゃん）

次は僕が
成功させるぞ！
（年長児N君）R君

机の上でのコマ回しに
挑戦しているR君たち

いろいろな種類のコマに挑戦しています

お知らせ
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表彰状を受け取り笑顔を見せる瀬川さん（右から2番目）

　令和元年は、明治22年2月11日に衆議院議員選挙法が公布され
てから１３０周年に当たる年でした。これを記念して、多年にわたり選
挙の管理執行に精励し、功績を挙げた人に対して表彰が行われまし
た。
　町内では、紫波町明るい選挙推進協議会会長を務めた瀬川智子
さんが総務大臣表彰を受賞。投票率向上に向けた取り組みに尽力
したほか、女性を対象とした選挙啓発活動を行い、女性による政治
参加の重要性について意識の醸成に貢献されました。
　12月24日に熊谷町長から表彰状の伝達を受けた瀬川さんは「今
回の受賞は皆さんの協力があってこそ。今後も社会に貢献していけ
るよう、さらに選挙啓発などに協力していきたいです」と感謝と決意
を述べました。

瀬川智子さん（日詰）が総務大臣表彰を受賞
～選挙制度130周年記念 選挙関係功労者表彰～

明るい選挙啓発ポスター
コンクールで３人が優秀賞

　明るい選挙啓発ポスターコンクールの第２次審査(県審査)で、県内から
応募された１０７４点の作品の中から、町内小中学生３人の作品が優秀賞を
受賞しました。「投票先を決

めるとき、誰
かに相談して
も良い？」

　町明るい選挙推進協議会主催の「明るい
選挙啓発授業」が１０月１７日、紫波第二中学
校（内田興子校長）で行われました。３年生
34人に対し、町選挙管理委員会事務局の
職員が選挙制度に関する講義や、実際に使
用する投票箱や投票用紙のサンプルを使っ
て投票の仕方などについて説明。生徒から
は「20代の投票率が低いことが気になりま
した。これからの社会を盛り上げていく世代
が、投票に参加していないことは問題点だ
と思いました」、「自分たちもあと3年経てば
選挙権を持つので、社会のために積極的に
選挙に参加していきたいです」など、将来の
有権者としての自覚を感じさせる感想が多
く寄せられました。

選挙や政治への
関心深める

～紫波二中で啓発授業～

彦部小学校５年 赤川 優
ゆ づ き

月さん
【作品への思い】岩手県を投票箱に表し、
花畑で囲まれている絵を描きました。たく
さんの投票で大きな花を咲か
せ、未来を華やかにしてほしい
という思いを込めました。

紫波第一中学校３年
菅原 朋

と も か

伽さん
【作品への思い】「明るい選挙」は若者中心で
あってほしいと思い、学生（18歳）に筆を持た
せて未来を創ることを表現しました。

水分小学校６年
中村 ゆきかさん
【作品への思い】いろいろ
な人がスマホを使う時代になり、未来で
は誰もがいつでも投票できるようになっ
てほしいという願いを込めて、スマホで
投票している絵を描きました。

選挙Topics

クイズを通じて理解を深めた生徒たち
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本や音楽から感じた思いをありのままに
〜胡堂・あらえびす大賞「読書と音楽の感想文コンクール」〜

　

町
は
１
月
26
日
、野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す

記
念
館
で
第
５
回
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
大
賞	

「
読
書
と
音
楽
の
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」の
表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

名
誉
町
民
で
、「
銭
形
平
次
捕
物
控
」な
ど

の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
野
村
胡
堂
は
、「
あ

ら
え
び
す
」の
名
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
評
論

家
と
し
て
も
活
躍
し
た
人
物
で
す
。こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
は
、そ
の
功
績
を
た
た
え
、町
民
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、よ
り
多
く
の
人
に
読
書
と
音

楽
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
で
始
ま
っ

た
も
の
で
す
。

　

本
年
度
は
町
内
外
か
ら
１
１
４
点
の
応
募

が
あ
り
、そ
の
う
ち
22
人
の
作
品
が
入
賞
し
ま

し
た
。表
彰
式
で
は「
胡
堂
賞
」、「
あ
ら
え
び
す

賞
」、「
教
育
長
賞
」の
受
賞
者
10
人
に
賞
状
と

副
賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
後
、各
部
門
の
受
賞
者
を
代
表
し
６

人
が
作
品
を
朗
読
発
表
。読
書
感
想
文
部
門

の
３
人
の
発
表
は
、読
書
を
通
じ
て
自
分
自
身

を
見
つ
め
直
し
た
り
、世
界
に
目
を
向
け
、考

え
を
膨
ら
ま
せ
た
り
す
る
様
子
が
う
か
が
え

る
も
の
で
し
た
。ま
た
、音
楽
感
想
文
部
門
で

は
、朗
読
の
前
に
発
表
者
が
選
ん
だ
曲
を
鑑

賞
。実
際
に
曲
を
聴
く
こ
と
で
、曲
の
ど
の
部

分
で
ど
の
よ
う
に
心
を
動
か
さ
れ
た
か
が
、よ

り
い
き
い
き
と
伝
わ
っ
て
く
る
発
表
で
し
た
。

参
加
し
た
家
族
や
関
係
者
約
30
人
は
、６
人
の

す
ば
ら
し
い
発
表
に
感
心
し
て
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
Ｐ
Ｏ
Ｐ
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作

品
と
と
も
に
、町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●読書感想文部門
《小学校低学年の部》
胡堂賞
　古館小学校１年　佐々木 彩

あ や な

名
　「いいこと、たくさんみつけるぞ」
教育長賞
　水分小学校１年　佐藤 美

み お

緒
　「心ってどこにあるの」
優秀賞
　水分小学校２年　佐々木 琳

り お

央
　「なくということ」
　星山小学校2年　作山 心

こころ

　「じぶんの心」
《小学校中学年の部》
胡堂賞
　古館小学校4年　藤澤 悠

は る の

乃
　「あきらめない心が生んだ奇跡のパン」
教育長賞
　上平沢小学校3年　飯塚 蘭

ら ん

　「この本が教えてくれたこと」
優秀賞
　赤石小学校４年　藤原 遥

は る き

生
　「はな子は悪くない」
　水分小学校3年　吉田 紅

こ う

　「わたしのたから物」

《小学校高学年の部》
胡堂賞
　彦部小学校6年　佐藤 百

も も え

笑
　「子どもだからできること」
教育長賞
　赤石小学校5年　佐々木 陽

は る と

翔
　「学校に行く理由」
優秀賞
　古館小学校5年　佐藤 央

ひ さ ら

良
　「コシヒカリづくりから学んだこと」

《中学校の部》
胡堂賞
　紫波第二中学校3年　森田 開

はるき

　「バスケット部で学んだ心」
教育長賞
　紫波第二中学校1年　遠山 美

み ほ

穂
　「あきらめない事と絆の大切さ」
優秀賞
　紫波第一中学校1年　櫻場 ゆきの
　「「いい人ランキング」を読んで」

《高等学校・一般の部》
優秀賞  紫波総合高等学校3年  東 柚

ゆ づ き

月
　「「コンビニ人間」を読んで」

※胡堂賞、教育長賞の該当作品はありま
せんでした

●音楽感想文部門
《小学校低学年の部》
あらえびす賞
　佐比内小学校1年　多田 真

ま ゆ

悠
　「こねこのダンスパーティ」
教育長賞
　上平沢小学校1年　北條 晴

は る よ し

喜
　「「おどる こねこ」をきいて」

《小学校高学年の部》
あらえびす賞
　水分小学校4年　武田 花

か な

菜
　「作曲家の技」
教育長賞
　古館小学校4年　松尾 悠

ゆ う と

斗
　「届け！ぼくたちの歌声「Gifts」」

《中学校以上の部》
教育長賞
　花巻市立花巻北中学校2年　藤原 知

ち ひ ろ

慈
　「「ブラームス交響曲第二番」が好きだ」
優秀賞
　花巻市立宮野目中学校3年　髙橋 小

こ ゆ き

雪
　「音楽で伝えたいこと」
　花巻市立花巻北中学校2年　松井 梗

きょうすけ

輔
　「この曲と出会って」

【第５回胡堂・あらえびす大賞「読書と音楽の感想文コンクール」入賞者】 （賞・学校名・学年・氏名・題名／敬称略）

表彰式に参加した皆さん

自身の作品を堂々と発表した受賞者

※あらえびす賞の該当作品はありませんでした
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の環
わ

公
衆
衛
生
模
範
団
体
知
事
表
彰
受
賞

日
詰
地
区
衛
生
組
合

県
公
衆
衛
生
組
合
連
合
会
会
長
表
彰
受
賞

簱
福 

正
美
さ
ん（
日
詰
地
区
）

町
立
片
寄
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
日
詰
地
区
衛
生
組
合
が
、長
年
に
わ
た
り
地
域
の

環
境
衛
生
活
動
に
尽
力
し
た
団
体
を
表
彰
す
る「
公

衆
衛
生
模
範
団
体
知
事
表
彰
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

昭
和
40
年
4
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
、地
域
の
環
境

美
化
運
動
や
ク
リ
ー
ン
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
を

続
け
て
き
ま
し
た
。最
近
で
は
、町
ポ
イ
捨
て
監
視

員
日
詰
地
区
の
担
当
と
連
携
し
、ポ
イ
捨
て
監
視
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、日
詰
地
区
の
簱
福
正
美
さ
ん
と
町
立
片
寄

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が「
県
公
衆
衛
生
組
合
連
合
会
会
長

表
彰
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
簱
福
さ
ん
は
、環
境
衛
生
区
長
と
し
て
地
域
の
ご

み
集
積
所
の
管
理
や
環
境
美
化
活
動
な
ど
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
ほ
か
、町
環
境
衛
生
組
合
連
合
会

役
員
と
し
て
町
全
体
の
環
境
衛
生
活
動
に
も
尽
力

し
て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
は
民
生
委
員
な
ど
も
担
っ

て
お
り
、住
み
よ
い
地
域
社
会
の
形
成
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。

　
町
立
片
寄
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、学
区
内
の
住
民
が

一丸
と
な
っ
た
集
団
資
源
回
収
を
年
２
回
開
催
し
、

地
区
住
民
へ
の
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
啓
発
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。30
年
以

上
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、90
％
以
上
の
世
帯

が
集
団
資
源
回
収
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

■担当　環境課 環境室　☎672-2111　内線2251・2252

（左から）片寄小学校
PTA会長の川村弘
幸さん、簱福正美さ
ん、熊谷町長、日詰
地区衛生組合組合
長の大野久さん

　
不
法
投
棄
は
法
律
に
よ
り
処
罰

さ
れ
、5
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

1
千
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ
ま
す
。

　
不
法
投
棄
は
景
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、水
や
土
壌

の
汚
染
な
ど
環
境
破
壊
に
つ
な
が
る
重
大
な
犯
罪
で
す
。

　
空
き
缶
や
た
ば
こ
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
、犬
の
散
歩
時
の

フ
ン
の
不
始
末
な
ど
、「
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
」と
い
う
公

共
マ
ナ
ー
を
欠
い
た
身
勝
手
な
行
動
も
絶
対
に
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
町
は
、ポ
イ
捨
て
監
視
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
が
、地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が

必
要
で
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
生
活
で
き
る
よ
う
、不

法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

◆
テ
レ
ビ
、エ
ア
コ
ン
、冷
蔵
庫・冷
凍
庫
、

　
洗
濯
機・衣
類
乾
燥
機
の
正
し
い
処
分
方
法

(

１)

製
品
を
購
入
し
た
店
や
、新
し
く
買
い
替
え
る
店
に
引

き
取
り
を
依
頼
し
て
、料
金
と
収
集
運
搬
費
用
を
支
払

い
、製
品
を
引
き
取
っ
て
も
ら
う
。

(

２)

製
品
を
購
入
し
た
店
が
遠
方
で
あ
っ
た
り
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
購
入
の
た
め
引
き
取
り
で
き
な
い
場
合
は
、最
寄

り
の
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
い
、指
定
引

取
場
所
へ
持
ち
込
む
。

(

３)

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
収
集
運
搬
業
者
に
有
料
で
引
き
取

り
を
依
頼
す
る
。

ご
み
の

不
法
投
棄
は

犯
罪
で
す

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
紫
波
み
ら
い
研
究
所(

阿
部
礼
子

理
事
長)

が
、盛
岡
市
の
ア
イ
ー
ナ
で
１
月
25
日

に
開
か
れ
た「
い
わ
て
水
と
緑
の
交
流
フ
ォ
ー
ラ

ム
」で
、水
と
緑
を
守
り
育
て
る
活
動
知
事
感
謝

状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。同
法
人
は
平
成
14
年

に
設
立
さ
れ
、平
成
15
年
か
ら
親
子
で
森
を
探

検
す
る「
環
境
探
検
隊
」の
活
動
を
実
施
。16
年

か
ら
は
首
都
圏
の
大
学
や
地
域
と
連
携
し
た
森

林
整
備
や
間
伐
体
験
、20
年
か
ら
は
小
学
生
や

町
民
を
対
象
と
し
た
植
樹・育
樹
事
業
な
ど
森

林
学
習
を
開
催
し
て
お
り
、森
林
資
源
の
大
切

さ
や
、環
境
問
題
を
広
く
啓
発
す
る
活
動
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
に
関
わ
る

幅
広
い
活
動
が
評
価

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
紫
波
み
ら
い

研
究
所
が
栄
え
あ
る
受
賞

阿
部
礼
子
理
事
長（
中
央
）と
八
重
畑
祐
見
子
副
理

事
長（
右
）、同
席
し
た
栁
沢
守
環
境
課
長（
左
）
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暦
の
上
で
は
立
春
を
過
ぎ
、寒
さ
の

峠
を
越
え
た
季
節
と
な
り
ま
し
た
。私

が
町
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
検
討
し
て
い
た

頃
、こ
ち
ら
で
生
活
す
る
に
あ
た
り「
冬

の
厳
し
い
寒
さ
が
辛
い
」と
い
う
記
憶

が
懸
念
事
項
の
一
つ
で
し
た
が
、い
ざ

一
冬
を
過
ご
し
て
み
る
と
、車
社
会
の

た
め
外
を
歩
く
時
間
が
ほ
と
ん
ど
無

く
、当
初
の
心
配
ほ
ど
の
厳
し
さ
は
感

じ
ま
せ
ん
で
し
た
。次
の
シ
ー
ズ
ン
は

安
心
し
て
冬
を
迎
え
ら
れ
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、少
し
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、昨
年
10
月
に
東
京
で
開
か
れ
た「
い

わ
て	

風
と
土
の
集
い
in
東
京
～
イ
ー

ハ
ト
ー
部
の
暮
ら
し
と
移
住
の
始
め
方

～
」と
い
う
、県
主
催
の
移
住
相
談
イ
ベ

ン
ト
に
、町
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
て
き

ま
し
た
。岩
手
の
風
土
を
感
じ
、岩
手

へ
の
移
住
の
始
め
方
、岩
手
と
の
関
わ

り
方
を
見
つ
け
て
い
く
場
と

し
て
設
け
ら
れ
た
こ
の
イ
ベ

ン
ト
へ
は
、県
内
多
く
の
市

町
村
が
ブ
ー
ス
を
並
べ
、来

場
者
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

を
紹
介
し
ま
し
た
。イ
ベ
ン

ト
全
体
の
来
場
者
数
は
約

１
７
０
人
で
、主
催
者
の

予
想
を
超
え
る
ほ
ど
の
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

shi • wa • wa地域おこし協力隊
北條 苑美さん

移住を希望する

方々へ町の魅力を

PRしました

盛況だった
移住相談イベント

毎
年
多
く
の
種
目
で
世

界
選
手
権
、ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
開
か
れ
、県
出
身
選

手
も
そ
の
名
を
轟
か
せ
て
い
る

が
、４
年
に
一
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場

と
な
る
と
ま
た
格
別
の
厳
し

さ
が
あ
る
。今
年
の
オ
リ
ン
ピッ

ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
あ
と
半

年
を
切
って
い
る
が
、未
だ
さ
ま

ざ
ま
な
種
目
に
お
い
て
、日
本

代
表
と
し
て
の
出
場
権
を
か

け
て
熾し

れ

つ烈
な
戦
い
が
続
い
て
い

る
。

　

そ
ん
な
中
で
、カ
ナ
ダ
の
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
１

月
に
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
行
わ
れ

た
北
米
中
米
大
陸
予
選
で
強

豪
国
キ
ュ
ー
バ
を
下
し
最
後
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
権
を
獲

得
し
た
。そ
の
後
、バ
レ
ー
ボ
ー

ル
カ
ナ
ダ
か
ら
当
町
に
お
い
て

事
前
キ
ャ
ン
プ
の
申
し
入
れ
が

あ
っ
た
。

　

町
は
平
成
28
年
に
事
前

キ
ャ
ン
プ
誘
致
を
決
定
し
、29

年
に
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
、

町
体
育
協
会
、町
商
工
会
、町

観
光
交
流
協
会
、㈱
オ
ガ
ー
ル

な
ど
の
方
々
に
委
員
と
な
っ
て

い
た
だ
き
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
事
前
キ
ャ
ン
プ
紫
波
町
誘

致
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。

そ
の
後
、盛
岡
市
の
応
援
も
い

た
だ
き
な
が
ら
、カ
ナ
ダ
の
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
を
経
て
、今

回
の
決
定
と
な
っ
た
も
の
で
あ

り
、改
め
て
関
係
各
位
に
感
謝

を
申
し
上
げ
た
い
。

　

私
も
昨
年
６
月
に
は
シ
カ

ゴ
、９
月
に
は
大
阪
で
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
カ
ナ
ダ
の
強
化
部
長
に

お
会
い
し
、直
接
要
請
を
行
っ

た
。平
成
30
年
に
カ
ナ
ダ
の
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
オ

ガ
ー
ル
で
実
施
し
た
合
宿
の
高

評
価
も
伝
わ
っ
て
お
り
、男
子

チ
ー
ム
も
町
の
子
ど
も
た
ち
と

の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。町
内

の
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
応
援
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ     

熊
谷
　
泉

　

移
住
先
と
し
て
町
に
興
味
が
あ
る
人

の
懸
念
は
主
に
、就
業
先
、住
居
の
確

保
、そ
し
て
冬
季
の
雪
事
情
に
つ
い
て
で

し
た
。特
に
雪
事
情
に
つ
い
て
は
、年
中

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
状
況
を

把
握
で
き
る
も
の
で
も
な
く
、住
ん
で
い

る
人
の
リ
ア
ル
な
声
を
聞
き
た
い
か
ら

質
問
を
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。イ
ベ
ン

ト
時
点
で
は
、私
自
身
も
近
年
の
雪
事

情
を
知
ら
ず
、必
死
に
15
～
20
年
ほ
ど

前
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
し
な
が
ら
話
を

し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
も
久
し
ぶ
り
に
町
で
一
冬

を
過
ご
し
ま
し
た
。道
路
の
雪
か
き
は

毎
日
必
要
に
な
る
ほ
ど
で
は
な
く
、寒

さ
は
冒
頭
の
通
り
の
感
覚
。次
回
か
ら

は
、移
住
希
望
の
方
々
へ
よ
り
実
感
の
こ

も
っ
た
最
新
の
冬
事
情
を
紹
介
で
き
そ

う
で
す
。
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肝
臓
は
体
の
中
で
一
番
大
き
な
臓
器

で
、体
重
の
約
50
分
の
1
の
重
さ
が
あ

り
、右
上
腹
部
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

肝
臓
に
は
た
く
さ
ん
の
血
管
と
胆
管

が
あ
り
、体
内
の
血
液
の
４
分
の
１
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

肝
臓
は「
沈
黙
の
臓
器
」と
も
呼
ば

れ
、な
か
な
か
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
ま
せ
ん
。

「
体
が
だ
る
い
」と
気
付
く
こ
ろ
に
は
、

か
な
り
の
重
症
に
な
っ
て
い
ま
す
。

肝
臓
の
働
き

　

肝
臓
の
働
き
は
大
き
く
３
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

①	

合
成
…
胃
や
腸
で
消
化・吸
収
さ
れ
た

食
べ
物
の
栄
養
素
を
原
料
と
し
て
、体

に
必
要
な
も
の
に
つ
く
り
変
え
ま
す
。

②	

解
毒
・
分
解
…
体
の
中
の
老
廃
物
や
、

外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
、

薬
を
害
の
な
い
も
の
に
し
ま
す
。

③	

貯
蔵
…
合
成
し
た
栄
養
を
貯
蔵
し
、

必
要
な
と
き
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
と

と
し
て
供
給
し
ま
す
。

肝
機
能
障
害
の
原
因

と
肝
機
能
検
査

　

肝
機
能
障
害
の
多

く
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

に
よ
る
も
の
で
す
が
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
す
ぎ
に
よ
る
ア
ル

コ
ー
ル
性
肝
障
害
、過
食
に
よ
る
過
栄

養
性
脂
肪
肝
は
、生
活
習
慣
病
と
の
関

わ
り
が
強
く
、近
年
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

肝
機
能
の
検
査
と
し
て
一
般
に
は
Ａ

Ｓ
Ｔ（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）、Ａ
Ｌ
Ｔ（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）、γ

︲
Ｇ
Ｔ
Ｐ
が
知
ら
れ
て
お
り
、肝
細
胞
内

に
存
在
す
る
酵
素
で
す
。な
ん
ら
か
の
原

因
で
肝
細
胞
が
破
壊
さ
れ
る
と
肝
細
胞

内
の
酵
素
が
血
中
に
漏
れ
出
し
、血
中

濃
度
が
上
昇
し
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
と
は
？

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
と
は
、肝
炎
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
に
よ
り
肝
臓
の
炎
症
が
続

き
、肝
臓
の
細
胞
が
壊
れ
て
肝
臓
の
働

き
が
悪
く
な
る
病
気
で
す
。肝
臓
は
予

備
能
力
が
高
く
、自
覚
症
状
が
な
い
ま

ま
病
気
が
進
む
こ
と
が
あ
り
、進
行
す

る
と
肝
硬
変
・
肝
が
ん
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

肝
機
能
検
査
で
Ａ
Ｓ
Ｔ（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）値

や
Ａ
Ｌ
Ｔ（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）値
の
高
値
が
持
続

す
る
と
肝
臓
の
炎
症
が
強
く
、肝
炎
が

進
行
し
や
す
い
と
い
え
ま
す
が
、低
い
か

ら
と
い
っ
て
進
行
し
て
い
な
い
と
は
い

え
ま
せ
ん
。肝
炎
か
ら
肝
硬
変
へ
の
進
行

を
予
測
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
、Ａ

Ｓ
Ｔ（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）値
や
Ａ
Ｌ
Ｔ（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）

値
だ
け
で
な
く
、肝
炎
の
進
行
に
従
っ

て
減
少
し
て
く
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
血
小
板
の
数
値
も
合
わ
せ
て
見
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。血
小
板
は
、出
血

し
た
と
き
に
血
を
止
め
る
働
き
を
し
ま

す
が
、肝
臓
は
そ
の
産
生
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。肝
臓
の
線
維
化（
肝
細
胞
が
硬
く

な
る
）が
進
む
と
、血
小
板
の
産
生
量
が

減
っ
た
り
、肝
臓
の
血
流
が
悪
く
な
り
、

壊
さ
れ
る
血
小
板
の
量
が
多
く
な
っ
た

り
す
る
た
め
、血
小
板
の
低
下
は
肝
臓

の
線
維
化
の
程
度
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。

肝
炎
で
は
、肝
臓
の
線
維
化
が
進
む
ほ

ど
肝
が
ん
を
発
症
し
や
す
い
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
か

ど
う
か
は
、採
血
し
て
血
液
を
検
査
し

ま
す
。

　

町
の
総
合
検
診
で
、肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。40
歳
以

上
で
、ま
だ
検
査
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
ら
…

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
と
、

全
く
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、病
気
が
進

行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。肝
炎
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た

ら
、必
ず
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。ま
た
、全
く
自
覚
症
状
が
な
い
場
合

で
も
定
期
的
に
医
療
機
関
を
受
診
し
、常

に
肝
臓
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

体の健康 あなたの肝臓は大丈夫？

■担当　健康福祉課 健康推進室　☎672-2111　内線1341

～肝炎ウイルス検査 一生に一度は受けましょう！～

◆ＡＳＴ（ＧＯＴ）◆
細胞内でつくられる酵素で、ほとんどの臓器に
存在している酵素です。体内でのアミノ酸代謝
やエネルギー代謝の過程で重要な働きをしま
す。ＡＳＴ（ＧＯＴ）は肝臓以外の臓器にも存在
するため、肝機能障害のほか心筋梗塞、骨格筋
障害でも高くなります。

◆ＡＬＴ（ＧＰＴ）◆
細胞内でつくられる酵素で、主に肝細胞に存
在しています。体内でのアミノ酸代謝やエネル
ギー代謝の過程で重要な働きをします。
この数値が高いということは、それだけで肝臓
が障害を受けているという状態を反映してい
ます。

◆γ-ＧＴＰ◆
肝臓や腎臓などでつくられる酵素で、肝臓で
は通常肝細胞や胆管細胞に存在し、胆汁中に
もあります。たんぱく質を分解・合成する働き
をします。
お酒の飲み過ぎ・肥満や薬などにより数値が
高くなります。胆汁うっ滞や胆管細胞が破壊さ
れても高くなります。
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福祉と健康の情報　健やかランド紫波
障がいがある人への理解を深める講演会を開催します福祉

■担当　健康福祉課 福祉推進室　☎672-2111　内線1321

【レシピ提供】健康福祉課 森川利佳主任栄養士

★カルシウムが豊富な桜えびやチーズ、ちり
めんじゃこ、鉄分が豊富なひじきや雑穀など

を普段の料理に取り入れて、不足しがちな栄養素を効率
よく摂取しましょう。

ポイント

【桜エビとひじきのおにぎり】

材料 ［1個分］
ご飯 ………………… 100ｇ
桜えび ………2ｇ（大さじ1）
ひじき（乾） …………… 1ｇ
　　砂糖……… 小さじ1/2
　　醤油……… 小さじ1/2
　　水………………100㏄
プロセスチーズ …… 10ｇ

Ⓐ

作り方
❶桜えびは乾煎

い

りする。ひ
じきは戻してAで煮て汁
気をきる。チーズは5㎜角
に切る。

❷温かいご飯に❶を混ぜて
握る。

講
演
会
「
障
が
い
の
あ
る
ご
本
人
と

 

ご
家
族
か
ら
お
話
を
お
聞
き
す
る
」

～
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
青
年
と
重
症
心
身
障
が
い
児
の
お
母
さ
ま
の
お
話
～

（エネルギー214kcal、カルシウム110ｇ、鉄分0.6㎎、塩分0.5ｇ）

　

障
が
い
が
あ
る
人
へ
の
理
解
を
深
め
、障
が

い
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
地
域

づ
く
り
を
学
び
ま
す
。

　

次
第
に
筋
力
低
下
が
進
行
し
て
い
く
筋
ジ

ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
い
う
難
病
が
あ
り
な
が
ら

も
、働
き
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
当
事
者
の
お

話
と
、重
症
心
身
障
が
い
児
の
保
護
者
の
立

場
か
ら
の
お
話
で
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、事
前
に

申
し
込
み
の
上
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。多
く
の

方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

２
月
29
日（
土
）　

開
演
…
午
後
1

時
30
分
～
3
時
30
分（
開
場
…
午
後
1
時
）

■
会
場　

情
報
交
流
館	

２
階	

大
ス
タ
ジ
オ

■
内
容　

講
演
会「
障
が
い
の
あ
る
ご
本
人

と
ご
家
族
か
ら
お
話
を
お
聞
き
す
る
」

　

講
師
①　

畠
山	

駿
也
さ
ん（
紫
波
町
在

住
・
会
社
員
）

　

題
目「
私
の
こ
れ
ま
で
の
こ
と
、現
在
の
こ

と
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
こ
と
」

　

講
師
②　

藤
村	

ゆ
み
子
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
児
童
発
達
支
援
事
業
所

と
く
た
ん
所
長
／
岩
手
県
重
症
心
身
障
が

い
児（
者
）を
守
る
会
副
会
長
）

　

題
目「
重
症
心
身
障
が
い
児
の
母
と
し
て
、

き
ょ
う
だ
い
児
の
母
と
し
て
」

■
対
象

　

紫
波
郡
内
在
住
の
人
、保
健
・
福
祉
・
行
政
・

教
育
・
医
療
機
関
に
従
事
す
る
人

■
定
員　

１
５
０
人

■
申
込
・
問
合
せ　

２
月
25
日（
火
）ま
で

　

紫
波
地
域
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
６
０
１
）２
８
０
５

　

FAX

（
６
０
１
）２
８
２
６　

身
体
障
が
い
・
知
的
障
が
い
に

関
す
る
個
別
相
談
会

　

講
演
会
の
開
催
前
に
、身
体
障
が
い
・
知
的

障
が
い
に
関
す
る
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。困
り
事
や
悩
み
事
に
、町
の
障
が
い
者
相

談
員
が
個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
無
料	

予
約
不
要

■
日
時			

２
月
29
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午

■
会
場　

情
報
交
流
館	

2
階	

小
ス
タ
ジ
オ

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課	

福
祉
推
進
室

　

☎（
６
７
２
）２
１
１
１

　

内
線
１
３
２
１

参
加
無
料

【じゃこと梅の雑穀おにぎり】

材料 ［1個分］
雑穀ご飯 …………… 100ｇ
ちりめんじゃこ … 大さじ1
カリカリ梅 ………… 小2個
青じそ ………………… 1枚

作り方
❶じゃこは乾煎

い

りする。梅
は刻む。青じそは千切り
にする。

❷温かいご飯に❶を混ぜて
握る。

（エネルギー215kcal、カルシウム79ｇ、鉄分0.2㎎、塩分0.6ｇ）
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まちの話題
T O W N  T O P I C S
身近なまちの話題について情報をお寄せください。

　町は1月24日、学校給食で県オリジナル水
稲品種「銀河のしずく」を初めて提供しました。
同日は品種の開発経緯や稲作について知って
もらおうと、片寄小学校（浅倉圭校長）で交流会
を開催。生産者である㈱高橋農園の高橋淳さ
ん、盛岡農業改良普及センター所長の渡辺芳
幸さんなどが、４・５年生の児童と一緒に、町内
で生産された「銀河のしずく」を味わいました。
　高橋さんからは「銀河のしずくはつやのある
白さが特徴で、冷めてももっちりとした食感が
人気のお米です」とお話があったほか、県産米
キャラクター「おこめきょうだい」の「ぎんがっ
ち」も訪れ、魅力をPRしました。児童たちは「つ
やつや、もちもちしていて、噛み応えがあって
おいしい」と顔をほころばせていました。
　「銀河のしずく」は県央地域での栽培に適
しており、本年度は町内で９０人の生産者が約
１５１ヘクタールで栽培しました。

「銀河のしずくを作る条件はあるの？」「なんで新しい品種を作ったの？」
興味津々の児童たち

　オガール保育園(小笠原久子園長)で１月
21日、五穀豊

ほうじょう

穣を祈る小正月行事「みずき
団子」作りが行われました。同園の３～５歳
児89人のほか、日詰地区の老人クラブ、婦
人会、ボランティア協議会など地域住民19
人が参加。園児たちはおじいちゃん、おばあ
ちゃんたちと一緒に赤、白、黄、緑４色の団子
を手のひらで丸め、一つ一つみずきの枝に
飾り付けました。

一生懸命団子をミズキの枝に
飾り付ける子どもたち

みずき団子で世代間交流

つやつやもちもち
県オリジナル品種「銀河のしずく」給食

　

令
和
元
年
度
県
市
町
村
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
審
査
会
が
１
月
16
日
に

開
か
れ
、『
紫
波
ネ
ッ
ト
９
月
号
№

１
０
１
５
』が
第
３
位
に
選
ば
れ
ま
し

た
。受
賞
し
た
９
月
号
で
は「
今
、図

書
館
が
お
も
し
ろ
い 

来
て
、見
て
、調

べ
て
、楽
し
も
う
！
」と
題
し
て
町
図

書
館
を
特
集
。「
図
書
館
の
開
放
感
と

奥
深
さ
を
丸
ご
と
表
現
し
て
い
る
」

と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。応
募
点
数
30

点
中
、１
位
は
軽
米
町
、２
位
は
二
戸

市
、３
位
は
当
町
と
田
野
畑
村
、平
泉

町
が
受
賞
。『
紫
波
ネ
ッ
ト
』は
、こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広
報

紙
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

『紫波ネット』
が

県内３位

３位入賞を果たした令和元年９月号
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まちの話題
T O W N  T O P I C S
身近なまちの話題について情報をお寄せください。

　若いころはバイクに乗るのが好きで、社交的で地域の集ま
りなどにも欠かさず出ていたという藤倉さん。足腰もしっかり
しており、お祝いに駆けつけた熊谷町長から元気に花束を受
け取りました。藤倉さんは「ここまで長生きできたのがうれし
く、毎日楽しいです」と感謝の気持ちを話しました。
　町内の100歳以上のご長寿は藤倉さんを含めて16人で、
男性4人、女性12人です。（1月31日現在）

「長生きの秘訣はよく寝ること」と話す藤倉さん（左）と熊谷町長

100歳おめでとう！
藤倉	正造さん（赤石）

一年の無病息災を祈願

　志和八幡宮氏子青年会(高橋一弘会長)は、毎年１
月５日の伝統行事、無病息災を願う五元日祭裸参り
を行いました。この行事は南部杜氏の起源である権
兵衛酒屋の蔵人たちが始めたといわれ、戦後一度
途絶えたものの、昭和50年に同会が復活させ今年
で45回目。気温はマイナス６度と厳しく冷え込んだ
早朝６時、奉納者19人は白い息を吐きながら、鐘を
鳴らし一歩ずつゆっくりと挟みを振り、荘厳な面持ち
で一歩ずつ参道を練り歩きました。初参加の福田晃
さん(志和地区)は「初参加ですが、身が引き締まる
思いです。昨年町に引っ越してきたので、家族４人が
楽しく暮らすことができれば」と願いを込めました。

無病息災を願う伝統行事
五元日祭裸参り

節分にまつわる劇や歌をみんなで楽しみました

　子育て応援センター「しわっせ」主催の節分おた
のしみ会が1月30日、情報交流館で開かれました。
０歳から３歳までの子どもと保護者合わせて50組
115人が集まり、職員による節分をテーマにしたオ
リジナル演劇を楽しみました。劇中に登場した３匹
の鬼を退治するため、子どもたちは「鬼は外」と大き
な声を出し、必死になって鬼にカラーボールを投げ
ました。鬼を退治した子どもたちは、心の中の泣き
虫鬼やいやいや鬼、おこりんぼう鬼も追い払ったよ
うでした。赤石地区の伊藤汐理さんと創

そ う す け

亮君（１歳7
カ月）親子は「鬼を怖がることなく、豆まきも音楽も
楽しんでいました」と満喫した様子でした。

「鬼はそと！」「福はうち！」　
節分おたのしみ会
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　「地域づくり活動補助金」は、地域の皆さんの柔軟な発想による地域の活性化や課題解決につながる活動、 また、それに取り組むNPO法人やボランティア団体、自治組織などの組織づくりを支援
するための補助金です。本年度補助金を活用した４団体の活動を紹介します。

　

ひ
づ
め
館
懇
話
会
は
、町
指
定
史

跡「
樋
爪
館
跡
」を
広
く
町
内
外
に

発
信
し
て
き
ま
し
た
。１
０
０
号
を

超
え
た
会
報「
ひ
づ
め
だ
て
」の
発

行
、遺
跡
ガ
イ
ド
の
ほ
か
、小
中
学

校
や
公
民
館
な
ど
で
の
歴
史
講
座

な
ど
、そ
の
活
動
は
多
岐
に
渡
り
ま

す
。

　

10
年
の
節
目
を
迎
え
て
企
画
し

た
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
、サ
ミ
ッ
ト

「
全
国
の
“
樋
爪
さ
ん“

大
集
合
in

紫
波
！
」は
、全
国
の
樋
爪
姓
の
皆

さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、ル
ー

ツ
や
伝
承
を
語
り
合
い
な
が
ら
空
白

の
歴
史
に
新
た
な
史
観
を
見
出
そ

う
、と
い
う
壮
大
な
も
の
。サ
ミ
ッ
ト

当
日
は
北
海
道
か
ら
関
東
、北
陸
地

区
や
京
都
、大
阪
ま
で
11
家
族
17
人

の
樋
爪
さ
ん
と
、１
８
０
人
も
の
参

加
者
が
大
集
合
。会
場
は
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。北
海
道
か
ら
参
加
し

た
樋
爪
千
鶴
子
さ
ん
は
、「
こ
ん
な

に
多
く
の“
樋
爪
さ
ん“

が
大
集
合

で
き
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。今
後
も
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
い
き
ま
す
」と
語
り
ま
し
た
。

　

参
加
で
き
な
か
っ
た“
樋
爪
さ
ん“

か
ら
も
多
く
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、今
後
は
全
国

各
地
に
広
が
る
“
樋
爪
さ
ん“

に

よ
る「
樋
爪
一
族
会（
仮
称
）」な
ど
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も
視
野
に
入

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。郷
土
の
歴
史

を
未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
、新
た
な
10

年
に
向
け
た
ひ
づ
め
館
懇
話
会
の

挑
戦
は
、こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

豊かな公が息づくまち

　

城
山
に
新
た
な
里
山
を
創
る
会
は

「
多
面
的
機
能
を
持
つ
里
山
を
１
０
０

年
後
の
子
ど
も
た
ち
へ
残
し
伝
え
て
い

こ
う
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
活
動
を
始
め
ま

し
た
。

　

城
山
の
北
側
に
あ
る
荒
廃
し
た
民
有

地
を
新
た
な
里
山
と
し
て
整
備
す
る
と

と
も
に
、そ
の
維
持
管
理
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
桑
を
使
っ
た
里
山
循
環
ビ
ジ

ネ
ス
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、活
動
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、ビ
ジ
ネ
ス
の
要
と
な
る
桑
の

育
苗
と
今
後
開
発
予
定
の
桑
商
品
の
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は「
桑
と
健
康
か
ら

養
蚕
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」と
題
し
、桑
が

も
た
ら
す
健
康
長
寿
へ
の
可

能
性
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、城
山
で
環
境
学
習

を
続
け
て
き
た
環
境
マ
イ

ス
タ
ー
紫
波
の
佐
藤
喜
一

会
長
や
野
鳥
愛
好
家
の
藤

澤
幸
代
さ
ん
は
、さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
そ
の
魅

力
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。新
た
な
里
山

創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
貌
に
触
れ
た

参
加
者
は
、今
後
の
展
開
に
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
育
苗
し
た
桑
は
無
事
に
活
着

し
、今
後
整
備
が
進
む
里
山
へ
の
植
林

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。桑
商
品
の
開

発
検
討
と
し
て
、全
国
か
ら
桑
茶
を
集

め
、町
内
各
地
で
試
飲
会
を
開
催
し
ま

し
た
。初
め
て
桑
茶
を
飲
ん
だ
参
加
者

も
い
た
よ
う
で
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
違
い

を
味
わ
い
な
が
ら
自
分
好
み
の
お
茶
を

探
し
て
い
ま
し
た
。結
果
は
、桑
に
期
待

す
る
効
能
や
好
み
が
世
代
や
性
別
で
異

な
る
こ
と
が
分
か
り
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
重
要
性
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。ま
た
、

古
館
に
あ
る
小
昼
ハ
ウ
ス
や
月
の
輪
酒

造
店
の
協
力
で
桑
茶
入
り
大
福
や
甘
酒

を
試
作
す
る
な
ど
、商
品
化
に
向
け
た

動
き
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

１
年
間
の
活
動
を
終
え
て
着
実
に
前

進
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、今
後
さ
ら

に
、里
山
整
備
、桑
商
品
開
発
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

２ 補助金の内容
（１）スタートアップ補助金
　団体の組織づくりや研修などに要す
る費用（上限10万円）

（２）ステップアップ補助金　
　活動の拡充や新規事業に取り組むた
めの費用（上限30万円）

■提案受付期間　３月６日（金）まで
※申請の相談は、情報交流館１階のゆ
いっとサロン（☎676-2468）でも受け
付けています。
■事業提案審査会　３月22日（日）
■事業提案審査会の公募審査員（3
人）、運営スタッフ（若干名）を募集して

います。3月6日（金）までに申し込みくだ
さい。
■提出先・問合せ
　企画課	地域開発室
　☎672-2111
　内線2321

全国の樋爪さん大集合★ひづめ館懇話会

多面的機能も持つ里山を100年後の

子どもたちへ ★城山に新たな里山を創る会

紫波に集合した全国の樋爪さん

全国の樋爪さんの歴史ロマン
あふれるお話に聞き入る参加者

シンポジウムのパネリストの皆さん

桑茶の試飲会ではさまざまな感想を得ることができました
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　「地域づくり活動補助金」は、地域の皆さんの柔軟な発想による地域の活性化や課題解決につながる活動、 また、それに取り組むNPO法人やボランティア団体、自治組織などの組織づくりを支援
するための補助金です。本年度補助金を活用した４団体の活動を紹介します。

　来年度の事業提案を受け付けますの
で、提案を検討する団体はお早めにご
相談ください。
※この補助金は令和２年度予算の成立が前提
です。今後、内容などが変更になることもありま
すのでご了承ください。

■補助金の概要
１ 対象団体
　特定非営利活動法人または営利を目
的としない任意の市民活動団体で、次
の５点全てに該当する団体
（１）５人以上で構成されている団体
（２）団体の所在地が町内にあり、主とし

て町内で公益事業を行う団体
（３）事業計画および収支を示し、計画
的に事業を実施する団体

（４）特定の宗教、政治活動および選挙
活動を目的としない団体

（５）公序良俗に反しない団体

　

平
成
29
年

10
月
に
設
立
し
た
紫
波
五
郎

沼
歴
史
研
究
会
は
、今
後
さ
ら

に
町
全
体
の
歴
史
文
化
を
研

究
・
発
信
し
て
い
こ
う
と「
紫
波

歴
史
研
究
会
」と
名
を
改
め
ま

し
た
。本
年
度
は
地
域
の
歴
史

を
分
か
り
や
す
く
学
べ
る
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
構
築

と
、歴
史
を
テ
ー
マ
に
ま
ち
歩

き
が
楽
し
め
る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て

き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、こ
れ
ま
で
集
積
し
て

き
た
史
跡
・
遺
跡
な
ど
を
テ
ー

マ
ご
と
に
組
み
立
て
、ス
ト
ー

リ
ー
性
の
あ
る
ま
ち
歩
き
コ
ー

ス
を
３
コ
ー
ス
作
成
。さ
ら
に

「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
も
町

の
歴
史
に
触
れ
て
ほ
し
い
」と
い

う
思
い
で
、町
内
飲
食
店
や
産

直
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
、町
の
観
光

情
報
も
併
せ
て
発
信
す
る
こ
と

を
企
画
。さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

人
と
の
情
報
交
換
の
た
め
開
催

し
た
シ
ス
テ
ム
の
試
作
品
発
表

会
に
は
20
～
60
代
の
男
女
17
人

が
参
加
し
、見
や
す
さ
や
デ
ザ
イ

ン
性
、操
作
の
し
や
す
さ
、情
報

収
集
や
発
信
の
仕
方
に
つ
い
て

多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
意
見
と
参
加
者

と
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
な
が

ら
、シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。完
成
後
は
、コ
ー
ス
を

実
際
に
巡
る
観
光
ツ
ア
ー
を
検

討
す
る
な
ど
、今
後
の
活
動
に

も
意
欲
的
で
す
。

　

日
詰
商
店
街
の
一

角
に
あ
る
日
詰
６
区

公
民
館（
鈴
の
音
サ
ロ

ン
）で
、チ
ー
ム
音
め

ぐ
み
が
活
動
を
始
め

て
２
年
が
経
ち
ま
し

た
。誰
も
が
自
由
に
集

え
る
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

と
し
て
開
催
し
て
き
た

24
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季
カ
フ
ェ
。地
域

の
憩
い
の
場
と
な
る
と

と
も
に
、地
域
、世
代
を

越
え
て
開
か
れ
た
場
と

し
て
、新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。初
め
は

「
参
加
者
」だ
っ
た
人
が
、い
つ
の
ま
に

か「
協
力
者
」と
し
て
、お
も
て
な
し
を

し
て
い
る
、と
い
う
つ
な
が
り
も
こ
の

活
動
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。本
年
度
新

た
に
始
め
た
鈴
の
音
ナ
イ
ト
で
は
、ゲ

ス
ト
を
迎
え
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や
ラ

イ
ブ
、ヨ
ガ
教
室
を
企
画
。中
で
も
、一

昨
年
東
京
か
ら
移
住
し
て
き
た
小
野

紀
之
さ
ん
を
招
い
て
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
で
は「
移
住
者
か
ら
み
た
紫
波
町
、

日
詰
商
店
街
の
魅
力
」が
語
ら
れ
、商

店
街
の
こ
れ
か
ら
に
生
か
せ
る
よ
う

な
楽
し
い
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、昼
の

時
間
帯
と
は
一
味
違
っ
た
時
間
が
流
れ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、鈴
の
音
サ

ロ
ン
は
リ
メ
イ
ク
教
室
や
料
理
教
室
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る

な
ど
、新
た
な
人
が
街
を
訪
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。２
階
に
は
機
織
機

が
並
び
、毎
週
火
・
金
曜
日
に
は
機
織

サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま

す
。利
用
者
は
商
店
街
に
繰
り
出
し
、

食
堂
で
食
事
を
し
た
り
、日
常
の
買
い

物
を
し
た
り
す
る
な
ど
、鈴
の
音
サ
ロ

ン
を
拠
点
に
人
の
流
れ
は
商
店
街
へ
と

つ
な
が
り
始
め
ま
し
た
。町
内
外
の
自

由
な
交
流
拠
点
と
し
て
商
店
街
の
新

た
な
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
の
場
所

は
、今
後
も
人
と
人
と
が
自
由
に
行
き

交
う
ま
ち
の
未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

「想いをかたちに」令和２年度の地域づくり活動補助金事業提案を募集します

まち歩きが楽しめる地域づくりを

目指して ★紫波歴史研究会

地域の暮らしの豊かさを
目指して ★チーム音めぐみ

町内の史跡・遺跡など
を巡るコースを考案

町の地域おこし協力隊や関係団体を招いて行った試作品発表会

貸しスペースとして利用され、
多くの人でにぎわいます

料理教室では季節
の料理を楽しむこと
ができます
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ご
み
分
別
の
説
明
会
や
、

「
ミ
ニエ
コ
ま
つ
り
」は

各
地
区
公
民
館
や
子
ど
も
会

な
ど
で
要
望
が
あ
れ
ば

開
催
し
て
い
る
よ
！

１
月
に
志
和
公
民
館
で
行
わ
れ
た「
ミ
ニ
エ
コ
ま

つ
り
」で
は
、楽
し
み
な
が
ら
ご
み
に
つ
い
て
知
る

た
め
の
取
り
組
み
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ご
み
と
資
源
の
分
別

に
つ
い
て
、ゲ
ー
ム
み

た
い
に
楽
し
み
な
が

ら
学
べ
る
よ

オリジナルのエコふろしきを販
売！エコバッグ代わりや防災ず
きん、ラッピングなど使い方の
アイデアもいっぱい！

ペットボトルや新
聞紙を使ったお
もちゃで遊ぼう！

町
内
か
ら
出
る
ご
み
は
１
年

で
約
７
３
０
０
ト
ン
。ご
み

処
理
に
は
年
間
で
５
億
円
も

の
お
金
が
か
か
っ
て
い
て
、ご

み
を
減
ら
す
た
め
に
た
く
さ

ん
の
人
が
分
別
や
リ
サ
イ
ク

ル
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

き
ち
ん
と
分
別
を
す
れ
ば
、

ご
み
で
は
な
く
再
利
用
で
き

る
資
源
に
も
な
る
ん
だ
よ
。

ち
ょっ
と
待
って
、

そ
れ
は
本
当
に

ご
み
な
の
か
な
？

行って
みよう！！
行って
みよう！！

ごみについて知ろう！

「ミニエコまつり」

一
人
ひ
と
り
が

ご
み
を
減
ら
そ
う
！

紫波町環境衛生組合連合会
会長 松﨑 勝見さん

ご
み
の
山
に

う
も
れ
て
、動
け
な
く

な
っ
ち
ゃっ
た
よ
！

あ
ず
り
ん
、

大
丈
夫
だ
っ
た

か
い
？

あ
ぶ
に
ゃ
い

と
こ
ろ
だ
っ
た
に
ゃ
〜
。

た
く
さ
ん
の
ご
み
の
中
か
ら

助
け
て
く
れ
て
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

た
す
け
て
�
！

た
す
け
て
�
！

ごみなのか、分別できる
資源なのか、一人ひとりの
行動が大事にゃ！！

ごみに５億
円！？

ごみに５億
円！？

に
�
ん
と
？

に
�
ん
と
？

分別ゲーム

エコふろしき

キラキラボウ
リング

＆輪投げ

　
町
環
境
衛
生
組
合
連
合
会
と
町
ご

み
減
量
女
性
会
議
が
、各
地
区
公
民
館

な
ど
で
開
催
す
る「
ミ
ニ
エ
コ
ま
つ

り
」。毎
年
７
月
に
情
報
交
流
館
で
開

催
さ
れ
て
い
る「
エ
コ
ま
つ
り
」の
地
域

版
と
し
て
、家
族
み
ん
な
が
ご
み
に
関

心
を
持
ち
、分
別
に
つ
い
て
知
る
き
っ
か

け
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。会
長
の
松

﨑
さ
ん
は「
分
別
す
れ
ば
ご
み
は
減
り

ま
す
。町
の
ご
み
の
量
は
、県
内
33
市

町
村
で
11
位
。10
位
以
内
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
！
」と
語
り
ま
す
。今
年
は
町
の

環
境・循
環
基
本
計
画
の
見
直
し
の
年

で
す
。一人
ひ
と
り
が
ご
み
の
減
量
に
向

け
て
、分
別
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

作画:かねた丸

紫波町産業部環境課
■住所
紫波町紫波中央駅前2-3-1
■電話
☎672-2111（代表）

「ミニエコまつり」は、地
域や団体からのご要望
に合わせて開催できま
す。気軽に問い合わせく
ださい！

紫波の自然と環境編❾
「ミニエコまつり」

あずりん
東根山で暮らす、ねこの子ども。
紫波の自然と環境を守るためな
ら「ねこの手を貸す」よ！
紫波のくだものが大好物！


